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アメリカズ・カップ4回戦最初の上リレグで防衛艇くクッカブラⅢ〉（豪）の前をタックしてお

くスターズ．アンド・ストライプス〉写真：ロイター・サン

OQQQQQQQeQQ9○○・OOQQQQQQQQ○○○

OQeQGQQQQQQQ○●○｡○○QQQQQQ●○Ce

テ草ニス･コナー

ヌズグカスもカップ首章回

第26回アメリカズ・カップ決勝は今月4日，第4戦

が行われ，米国，〈スターズ・アンド・ストライプス〉

が，豪州，〈クッカブラⅢ〉を1分59秒差で抑え，こ

の結果，米国が4連勝し，見事に優勝した。

前回のレース（83年米国ニューポート）では，豪州

が,1851年以来不動のままだったカップ°を奪ったが，

今回の敗北で再びカップは米匡|の手に返り，次回の

レース(1990年）は米国で開催されることになる。

最終レースでは，〈クッカブラⅡ〉に比較的有利と

（2）

される16-20ノットの風速であり，第二区間，第五区

間でくスターズ.アンド・ストライプ°ス〉との差を縮

めたが，その他各区間で差を広げられてしまった。

〈クッカブラⅢ>の自慢のコンピューターも,〈スター

ズ.アンド・ストライプス〉を乗りこなした．ベテラ

ン艇長，デニス・コナーのキャリアには今一歩，及ば

なかった。デニス・コナーは，決勝出場三度目で，前

回苦杯を喫したが，これが二度目の優勝となる。

~畠

へ
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フアメリカズ・カップ成績

アメリカ

<スターズ．アンド・

ストライプ・ス〉

オーストラリア

<クッカブラⅢ〉

4－0

1回戦

1分41秒差
○ ×

2回戦

1分10秒差

3回戦

1分46秒差

4回戦

1分59秒差

○ ×

○
ご両

○ ×

》捌
口

； 田辺英蔵×大義見菫潰

幾且唇誕%~agg~a99~agFﾐ灸gF毛とLF塗3忽恐多G~n_%~n_%~n_%~ngF途_gG鞭3g~ag9蓮3G~a_%~ag石唾且官逮且G遼藥~u_%~ug石塗旦噂塗Sc途％途％鞍-％

事なんかに1ページも2ページも割けるかと，･･･…そ

んなもんに付き合っちゃいられない。『いったいアメ

リカスカッフ°とは何だい？」という姿勢だったと思う

んです。出だしからそういうことで。

大儀見いま言われた｢アメリカスカップとは何ぞや」

というあたりが，「要するに南半球のえらい遠い所で

やっている。たかだかヨットレースじゃないか」とい

うその実，アメリカスカップはもちろんヨットレース

には違いないんだけれども，今やスポーツの世界でも

類例を見ないような非常にユニークでスケールの大き

い事業であると同時にPRという側面で見れば大へ

んなイベントになっている。それが全然わかっていな

いということですね。

田辺いや，もうその通りだと思います。まず世界中

どこへ行っても日本人に会わないことは少ないけど，

今回のように日本人に会わなかったこともめずらし

い。

大儀見ああ，パースでね，なるほど。

田辺パースでもフリーマントルでも，もう，我々だ

け…･･･・パースはご承知の通りThemostiso-lated

オーストラリアのパースで行われている「アメリカ

スカップ」の挑戦艇を決めるシリーズの緒戦を見てき

た田辺英蔵氏を迎え，その現場報告をお願いした。こ

の企画は対談の形をとり，インタビューアーには大儀

見薫氏があたった。

r－司

一

大儀見さっそくです力:，パースの現地を見てこられ

て，その情況と，田辺さん自身が感じられた事などを

お伺いできればと思います。

田辺今回，行ったいきさつというのは，『ルイ・ヴィ

トン」が，アメリカスカップの緒戦を見せようという

ので，日本のジャーナリストを招待したんです。それ

で，ある雑誌社が，僕に書く方で行ってくれというこ

とで，カメラマンと編集長と僕とで行ったんですが，

これにあまりたくさん行かなかった。それが非常にお

かしいと思うんです。つまり，どうしてそんないい話

に日本のジャーナリズムがとびつかないのか……。日

本のジャーナリズムのアメリカスカップに対する認識

と姿勢が非常によく出ていると思うんです。夏も終っ

ちゃったし，何も今頃11月,12月にヨットレースの記

（3）
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capitalintheworldと「ナショナルジオグラ
フイー」が書いた，これは自他共に認める定説で，世

界で最も隔離されたキャピタル，西オーストラリア州

の州都です。向うで全クルーが集まって沸くがごとき

パーティーがあったんです。その時に一人のヨット界

のVIPが，おそらく相当，社会的地位もある人でしょ

うが「今やフリーマントルが，世界の中心になった」

と言ってましたよ。それが酒の勢いのおだでもあるん

ですが，「まさにそうだなあ」と思いました。それで

なければ世界の先進文明国から，これだけ多くの人間

が集まって，しかも何億円という船が集まってくると

いうことは考えられない。しかも地球の果てみたいな

所でしよ。どこへでもアメリカスカッフ。さえあれば，

世界中のヨットが集まってくるという……。

大儀見世界中のヨットというよりも，ヨットに関わ

りを持つようなVIPが集まってくるということです

よね。

田辺そういうことです。

大儀見だからスポンサーとしても，今まで普通の

ヨットには関わりがないようなところでも，アメリカ

スカップということになれば，文字通りそれぞれの国

のトップレベルの，匡l際的な企業集団がみんな手を挙

げて参加しているということですね。

田辺その通りです。あのルイ・ヴィトンは，説明の

要もないですが，アメリカスカップの事実上のスポン

サーですね。アメリカスカップ争奪戦自体は2週間し

かやらないんだけど，チャレンジャーの選抜はご承知

の通り4ヵ月にわたって延々とやるわけで，それ全部

についてルイ・ヴィトン，ルイ・ヴィトン，……とい

うんだから，こっちをおさえたというのは非常に賢明

な判断をしたと思います。おそらく，各|玉|から来てい

る船の後についているスポンサーというのも，そん

じよ，そこらのスポンサーじゃできませんよね。

大儀見要するに世界のトップ企業100社というよう

なものにリストアップされてくるような企業です。オ

リベッテイとかグッチだとか,IBM,ユナイト航空，

変り種ではニューズウイークとか……。

田辺うーん，日本を除くと，こういうのが付くわけ

ですね､H本だってこの間までは日立がシドニー～ホ

バートのスポンサーをやっていたし，今匝lはケンウッ

ドがハワイのシリーズをやったわけですけど，シド

ニー～ホバートのH立が降りちゃったですね。

大儀見それも現地法人だったんですよね。日本で

大々的に|到際的なヨットレースで手を上げたのはケン

ウッドが初めてですね。

田辺とにかく今回行って,非常に印象に残ったのは，

ヨットレースというものは，なる程,|-l本人向きなス

ポーツではないな，と思うのは，見えないんですよね，

鳳熔を-1多定しないスポーツである。これは一種の逆説

ですが．海の上を使うのはちょっと無理。世界中から

集まっている13隻のヨットと，その(同|りに集まってい

るスポンサー，オーナー，これはどこの国をとっても

財界の指導的な人達でしょう。そしてスタッフ，クルー

という人達が軒を並べて本拠を作っている。日本人の

感覚だと，お客さんに「さあ，いらはい，いらはい」

と切符を売って，どれが儲かるかというのがスポーツ

だという感覚がある。僕は本当はこれは間違いだと思

いますが，戦後の日本の経済成長過程でそうなってし

まった……。パースではどこにもそんなのはないんで

す。みんなその試合をやって勝つということに集中し

ていて，「邪魔しないでくれ」というのが正直な感じ

です。そこへ来る人たちを，お客に，ということより

も，先程申し上げたようにスポンサーがついて，それ

が世界中の媒体に流れる。朝，毎，読を除いてですね。

そのことの価値は世界を覆ったといえます。だから

我々みたいに，そこに来て何だろうかと，そういう感

覚では全然ない。そういう意味では逆に，そこに誰も

いないがゆえに世界規模のイベントだ，という感じで

す。

大儀見観客を前提としたスポーツじゃない，という

のは､ひっくり返して言うと，メデイアで生きてくる

というか，メディアとの関わりあいの中で成り立って

いるという側面が非常に強いですよね，だからテレビ

の放映権でも，何百万ドルというようなもので，そう

いった文字通りワールドワイドの大変な媒体力という

か，そのイベント自身が媒体になっているという感じ

です。……それが分っているかどうかで対応が違って

くる。分ってないのは日本のマスコミとトップ・企業だ

けだということです，極端な事を言いますと……。

田辺たぶん日本人が行っても，「ちっとも盛り上っ

てねえじゃねえか，どこでやってるんだい？」と，そ

れで「これから4ヵ月かかって，ものすごい勝ち抜き

戦をやるんだ」と，もう，それを聞いただけでウンザ

リしちゃうでしょうね，それだけの時間をず一つとカ

バーしていく根気が日本人にも日本のジャーナリズム

にもないんじゃないかしら。

大儀見まだ，そんな数字になっていないけど，僕が

得た情報だとね，チャレンジャーシリーズにオースト

ラリアのディフェンダーシリーズも並行してやってい

ますよね，それから本番と，全部でマスコミ関係者が

のべ2,000人は下らないだろうといわれている。それ

が何カ月にも亘って発信する情報量ですから……。比

較のために，レーガンがレイキャピックとかジュネー

ブへ首脳会談に行く時に，世界中のマスコミの数が

4,000人というんです。ですからそれに匹敵するし，

しかも情報量と持続する期間の長さを考えると，負け

ず劣らずの,マスコミのイベントだと言われています。

しかも，場所がそれこそ地の果てと言ってはオースト

ラリアとパースの人に失礼だが，そういう所でやって

いて2,000人ですから。その辺が非常に大きな特徴で

しょうね。

田辺世界で最も孤立した首都･･･…ですからね。

］
’
（

今

（4）
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卜，媒体とのいろんな関わりとかが掛ってる。勝つか

負けるかによって，それこそ天国と地獄，元が取れる

か取れないかというスケールが，ちょっと普通のス

ポーツじゃ考えられない，途方もない巨大な，あえて

言えばバケモノみたいな存在･･･…。

田辺その通りです。そのことをあらゆる場面で感じ

ました。だから「邪魔しないでくれ」というの分るん

ですね，「それどころじゃないよ.ﾉ」と欧米人が冗談

ひとつ言わないでやっているという雰囲気ですね。

大儀見これはもう，スポーツじゃない，戦争なんだ。

ということがよく言われてるんです。デニス・コナー

が，今おっしゃってたように港をブラブラと敵情視察

なんて，非常に可愛いい，たわいのない話で，この前

の時も，もっとすごい情報戦をやっているんです。今，

おそらくパースでもみんなやっていると思うんですけ

ど，水中にバリケード網を張って，フロッグマンが入

れないようにしているとか，銃を持ったセキュリ

ティーが立っているとか，そういった厳しさも感じら

れたでしょう。

田辺いや－，ひしひしと感じますね，俺達は命がけ

で必死にやっているんだから，あんまり回りで騒がな

いでくれ，あまり寄ってこないでくれという感じです

ね，それと欧米のしたたかなジャーナリストとの戦争

が，またおもしろい。

大儀見その情報戦ということで言うと，ゴールデン

ゲート・シンジケートの<USA>という，今度出て

いる中で一番ラデイカルなデザインだと言われている

船なんですけど，このシンジケートのヘッドのロブス

コットと2時間近く話す機会が最近あったんですが，

とにかくデータベース化した情報の集積から始まった

んだと，確かに今までアメリカスカッフ°の経験はある

けどサンフランシスコは初めてだから，ゼロから始

まったようなもんだというんです｡そこで，コンピュー

ターの会社がスポンサーになっていたんで，実際にコ

ンピュータータイマーを現金で買ったわけじゃないけ

ど，現物支給で，システム開発と運用とそのデータの

蓄積情報だけで，現金換算すると350万ドルかけて，

結局,コンピューターエーデッドデザインという形で，

水槽実験に代わるものとして，いろんなパラメータで

シュミレーションをやって「よし，これでいける」と

いうことで本番のデザインに入っていったということ

です。ですから単に船を造って出る，というんじやな

くて，海の上でレースをやる前に素材の開発，コン

ピューターの情報システムの開発，斜めに傾いて走る

ヨットの複雑なタンクテストとか，そういう総合力の

最終的な結果として，2隻の船が海の上へ出て行って

チャンバラをやるという側面が非常に強いですね。

田辺言わば，そこへ出てきた時には，勝負は半分以

上決まっているという……。

大儀見それはデニス・コナーが前からさかんに言っ

てるんですが，結局，2年間に亘って同じ11人のチー

大儀見3年前にアメリカスカップのアラン・ボンド

がロイヤルパース・ヨットクラブを代表して，アメリ

カの132年続いた独占を初めて破るまでは，パースと

いっても，ほとんど誰も知らなかった。多少知ってい

る人がいたとすれば，人工衛星が回った時に町中で明

りをつけて話題になったく．らいです。

田辺そのパースヘ行ってみますと，きれいな立派な

町なんです。非常に水準の高いホテルがあって，ロイ

ヤルパース・ヨットクラブなどは200年近い歴史で

堂々としている。僕らが滞在したのは1週間で，実際

に見たのは3，4日でしたが，関係者全部，根拠地の

中に入っちゃっていて，あまり表をウロウロしていな

いんです。要するに見物人力㎡大ぜい来ている訳ではな

くて，いわゆるシドニー～ホバートレースのホバート

みたいな感じじゃないんです。船は陸側からはマスト

しか見えないので，ボートをチャーターして港の中を

回ってみたら，いるわいるわという感じなんです。そ

れぞれの根拠地のランプ。のところに浮いていたり，吊

してあったり……。〈スターアンドストライプス〉は

完全なスカートをはいているんです。ちょうど降すと

ころへ前を通りかかったんでスピードを緩めて見てい

たんですけど，スカートをはいたままで水の中に入る

んです。水の中に入ってからスカートを取るんじゃな

いですかね。デニス・コナーが腕組みしてテンダーの

上からずっと見てましたよ。それからクルーに船外機

の運転をさせて他の船を見てあるいてるんです。僕達

の船のオーナーが「敵情視察をしてるぞ」っていうん

で，望遠レンズで見ていたら,1つ1つ他の船を熱心

に見てまわっていました。

ご承知の通り,12メーターというのは自走力があり

ませんからテンダーに引っぱられて次々と港を出てい

くんですが，これを岸で見ていて大変だなあ－と実感

しました。もちろん理屈ではわかっているんですが，

要するに何百試合という勝ち抜き戦を，4カ月に亘っ

てやるわけで，スポーツイベントとしても，ものすご

い長丁場の試合ですよね，考えてみると，結局，ワー

ルドシリーズですね。これを観客なしでやるという感

じじゃないかしら。

大儀見もう一つ，それが一対一で勝つか負けるしか

ないということね，チャレンジャーが13隻でディフェ

ンダーが6隻手を上げていますよね，計19チームで，

どちらも2隻ずつの総あたり戦というのが非常にシビ

アーでユニークだということでしょうね。2位になっ

たとか3位になったとかいう話はいっさいなし。もう

一つは巨大な事業化されて，ほとんどのシンジケート

が一番安いところでも1千万ドルからのお金をつぎ込

んでいる。高いところは2千ドルとか言われている

F■

《
一

田辺ということは15～30億円。

大儀見そうですね，名誉もかかってますが，やはり

巨大な金も動いているわけで，スポンサーとのゴミッ
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ムがトレーニングする，その11人を支えるトータルな

一種のそんなに小さくもないベンチャービジネスをや

るのと同じだと。それも，民間の事業の世界で言えば

いい所までいったというなく÷さみもあるし，先につな

がる話ですが，これは勝つか負けるかしかないので非

常に厳しいですよ。

田辺まるで戦争ですよ。非常によく似てます。準備

に準備を重ね，訓|練に訓練を重ねて，宣戦した時には

ある程度の勝負は，もう，ついちやっている……。そ

れから先の士気，統率，戦意などは，なきやあ負ける

けど，あってもそんなことでカバーできるものではな

い。

大儀見それと，程々のところで善戦したというよう

な，なぐさみがあまり通用しない。

田辺軍人がいい兵器をくれ，という時に,NO.2は

ないという論法と同じですね。

大儀見実際の試合もいくつかご覧になったんです

か。

田辺ええ，空の上から1時間と，それから水上で半

日見ました｡報道規制がすごくうるさいですね。少し

話が前になりますが，前の日にメディアセンターへ呼

ばれてすごく深刻な話を，あの有名な事務局長のプ

ﾙｰﾉｰ･トルブレーにされました。

大儀見前のフランスのチャレンジ艇のスキッパーを

やっていた人ですね。アメリカスカッフ°に実際に自分

でチヤレンジやった人が事務局長をやっている……。

田辺それで司会はうまいし，冗談は言うし，それか

らヨットのことをすごく知っているから，ある人つい

ての個人的な冗談をボンと言えるんですね。そうする

と皆んながドッと笑うという……。なんか神々の争い

みたいな感じのところがあるんですが，そのダンナが

一見紳士でもないようなのを集めて，図を書いて説明

している。それは観戦艇と報道艇のスキッパー達で皆

んながうなずいている。僕達の乗った船の船長もそこ

にいて，その時に言っていましたよ。とにかく，あな

た方の中で初めての人がいるけれども，この勝負には

信じられない金がかかっているんだと，だからこの2

隻の勝負は本当に真剣勝負だと，だから観戦艇がなに

かちょっとでも波を立てたとか，そういうような事を

やっても，必ずプロテストの理由になる，必ずする。

俺達は，それの裁定はかなわないから，頼むから観戦

艇や報道艇でプロテストが出ないようにしてくれ，と

いうことをしつこく言ってるんです。だから寄ってく

れないんですよ。我々は翌日，飛行機で上空へ行った

んだけど近寄ってくれないから，カメラマンも写真が

撮れないと言ってました｡また，レース海面が2つあっ

て，そこへ我々が翌日行ったテレビのポートともう一

隻いるんですが，それらが交互に2つのレース海面を

カバーするんです。そうじゃないと報道が均等にいか

ないということでしょうね。その船にコーストガード

カ:やって来て何だかんだもめているんです。どうも

ルール以上に寄っているからチェックしろなんてど

なっているんです。

大儀見空からの取材でなかなか降りてくれないとい

うのは，もう一つ側面があると聞いています。それは

さっき，キールを隠すためにスカートをはいていると

いう話が出たけれど，前回，オーストラリアチームが

フィンを出したキールを初めて採用してから，今は何

らかの形でみんなキールの工夫をしているんだけど，

それが上から見ると，水が澄んでいますから，わりと

良く見えちゃうんですね,それ力笈非常に問題になって，

特にオーストラリアのディフェンダー同志でテレビの

ローカル局のヘリコプターを飛ばしたりしている。

やっぱりそのテレビ局がどちらかのチームについて，

相手のキールを空から盗み撮りしてデータにする可能

性がある。確かそういう理由で，申し合わせによって

近くに寄らないようになっているはずです。

田辺そういうこともあるんでしょうね。一般的な印

象として日本人はジョークに弱いけど，欧米人はどん

な時もジョークを忘れないという先入意識があります

が，現地ではそれが「冗談じやねえや」という雰囲気

です。かかっているお金が大き過ぎるんですよ，だか

ら，見せるなんてとんでもない。無駄話もしない。お

客も他の船のスタッフも区別がつかないから，見知ら

ぬ人間を寄せつけないという印象ですね。

ちょうど2日目は,まあまあのいい風で,僕は12メー

ターの作業のディテールについてあまり詳しくない

し，それが分るような所まで近付きませんが，どの船

を見てもコーヒーグラインダーを回す速さにはびっく

りしました。何百キロというものを巻いているとはと

ても思えない。2人の男が,その真似をしているんじゃ

ないかと思うばかりです。

大儀見11名のクルーがみんなそれぞれ専門化し

ちゃって，グラインダーマンはヨットの事なんて何も

知らなくていい。馬力とスタミナでレースの間中，そ

のポストを離れずに，状況の変化に応じて，ただひた

すら巻いているわけです。これを見ただけでもただ事

じゃない。

田辺それをまた，例のデニス・コナーのこの前の時

みたいに47回もタックして，そのたびごとに巻くわけ

でしよ･･････・

大儀見ええ，タックだけじゃないですからね，普通

の微調整チューニングでも、スピンのチューニングで

も四六時中ですね。

田辺……人間業じゃないですね，ゴリラの体力と宇

宙飛行士の頭脳を持っている人間を恐らく，何十人と

集めて，その中から11名を選んで……。

田辺コンピューターガンという言葉が非常に一般的

に使われているんですけど，要するにガンの様な形を

したコンピューターの端末機で，それでブイを狙って

方角がどうとかプログラムが組んであって，それを規

準にして絶対角度，相対角度，それから船をどういう

（
（

（
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ふうに持っていったらいいか，理論上はオプチマムで

あるかということはすぐにブラウン管に出てくる。そ

れを見ているのがナビゲーターの仕事という具合で，

コンピュータ砲あるいは銃を使って……，実におもし

ろいですね。

大儀見それだけじゃなくて，ハル，セール，リギン

にしても，センサーをたくさん入れて，乗り組みの人

間の判断を越えたデータが全部，しかもオンショアー

のロストコンピューターに蓄積されて，そのデータに

基づいた解析が即日，その走り方について検討できる

ような形になっているはずですね。

田辺ですから，本当にゴリラと宇宙飛行士の組み合

わせだね。

大儀見一方では非常にハイテックでね，素材などは

もちろんだけど，情報産業といっていいくらいの，

ちょっと考えられないくらいの処理能力を持っていま

す。実際，宇宙開発関係の企業などが非常にたくさん

参加しています。実際のスポンサーとしても参加して

ますけど，建造，開発，分析など，目に見えない分野

でも参加しています。

また，現場に着いてからでも，シリーズ中総あたり

のラウンドロビンでは，間に空き日がありますから，

その時のキールを換えるとか，リギンを換えるとか，

しよっ中やっているんですね，技術的にはなかなか難

しいんですがね。

田辺ある程度の変更は許更は許容されるんですか？

大儀見ええ,12メーターのフォーミュラーの中でで

すね。前回もデニス・コナーがくリバティー〉でやっ

て，アラン・ボンドがね「相手が一隻かと思ったら三

隻だ。色分けして，どれと戦っているのか知らせてく

れ」というようなケースがありました。

田辺そうそう，ありましたね。

大儀見あれは強風と中風，微風と三つのフォーマッ

トで，それぞれに合うハルとハキールバラストのコン

ビネーションを持って，時間さえあればレースの途中

ですら，それをやったわけですからね。

田辺バラストを上げたり下ろしたり，下を重くした

り．…･･･

大儀見それに応じてリグも変ってきますね，セール

エリアその他も。

田辺だから，そういうハイテックな技術の理解できな

い人は，もうョツトはやめて，頭のいらないスポーツ

に転向した方がいいんじやないかと…“.（笑)。

大儀見おそらくそういう実感を，特に12メーターを

見てると，普通の我々アマチュアヨットマンの世界と

は全然，違う世界だという感じを，ひしひしと持たれ

たと思うんですが，日本がこれからチャレンジすると

いうことについては･･･…。

田辺一般論として，まずお金が大前提。これができ

ないならGNP第2位なんていうのやめようと。これ

は悪いジョークだと。ニュージーランドが人口300万

しかない国が，船を3隻造って，せり合わせて1隻出

てきたんですから。それから，今のハイテックはある

だろう。そしてそれを受け皿のヨットにどうアダプト

していくか，それから設計ですよね。そして人間･…･･･

ハイテックになり，お金がかかればかかる程，スキッ

パーの瞬時の判断とかが大切になってくるでしょう。

プレッシャーがすごいと思います。換算すれば何十億

という船をあずけられて国際試合へ出て行って，「は

い，やってこい。スクラッチだよ」と，勝ったか負け

たか見てりゃ分かるよという所へ，「よしきた！」と

いうスキッパーが日本にいるのか，いないのか。それ

から宇宙飛行士の頭脳を持ったゴリラをまとめていく

リーダーも大変です。……先程からの話の通り,1隻

の船を出すことの組織力は大変なことだと思います

ね。それが結局は1人の人間の名前に結び付くんです

よ。

大儀見トータルなシステムとして，全体の一種のベ

ンチャービジネスとしての総合力が，最終的に水面で

決着をつけるわけです。

田辺僕は日本人はおそらく，それをやる力量は持っ

ていると思うんですよ，金もテクノロジーも…･･･。そ

れでね「こいつはやらなきゃあならない」と思った時

はやるんです。やろうとして皆んなが声援する形にな

れば人材も出てくるし，突っ込んでやっている人達も

安心して自分の全力を投入できる。だけど周囲が「キ

ミはいったい何をしてるんだね？」という雰囲気じや

とてもできる勝負じゃない。

大儀見真偽の程は分らないけど，この次のアメリカ

スカップには韓国が手を上げてくるという話もあるん

ですよ。ヨットの歴史は浅いけど，次期オリンピック

をやるということや，韓国ヨット協会の会長が，大造

船所の会長も兼ねているという背景もあるようで…

…。それこそ国としてやる気になれば，やってのける

んじゃないかという気はするんです。

田辺日本では，結局，日本人は本当にヨット好きな

んだろうか，という点に戻っちゃうような気がするん

ですが，“･…だけど，ここ数年，非常に流れが変って

きたと感じます。昔は金持ちの遊びみたいに言われた

のが，行政の対応なども変ってきている。

大儀見ま，ヨット全般と，このアメリカスカップと

はかなり異質なものじゃないですか。

田辺ええ，異質だと思います。幸か不幸か，日本国

民はその区別もつかない……。よくいわれる国際性と

いう問題を非常に劇的に象徴しているテーマだと思う

んです,このｱﾒﾘｶｽｶｯブというのは｡

大儀見日本でも英字紙には出てますけど，チャレン

ジャーシリーズもディフェンダーも。

田辺世界の先進国と言われながら，国民の大多数が

知らないという事態は，いささか異常ですね。

大儀見どうしたらいいですか？

田辺やっぱり，これはまずいんじゃないかと思うん

一
一
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だなあ（笑)。日本というのは意図されてるか否かに

かかわらず，非常に報道管制がひかれていると思うん

ですね。「外国へ行ってヨットをやりたいけど，国際

免許はどこで手に入れるんでしょうか？」という若者

がNORCへ現われるというのは恐いですね。世界の

知識と文|ﾘ｣の共通の基盤がおかしい。だから僕は，逆

に言えばこの報道管制を突破する一つの突破口はヨッ

トだと思います。ヨットは国際性があるんだから。ヨッ

ト乗りというのは基本的に国際性そのもので，自由の

心の持ち主ですよね，だから，ヨット乗りから日本国

民に国際性を注入していく，という意味では,100IE

や200億をアメリカスカップにかけるのは安いことだ

と思いますね，日本の将来の生存に関わる問題を解決

しようというんだから．…･･･

大儀見ま，そこまではかからない話だから，ぜひ実

現させたいですね。今は特に円高で，状況は有利に働

くと思いますね。

田辺それでね，僕はルイ・ヴイトンのレガミアさん

という社長と話をしたんですが，「ルイ・ヴィトンが

アメリカスカップをスポンサーした御経験に基づいて

日本のヨット乗りに対してアドバイスを頂だいした

い」と言ったら，非常にていねいに「是非おいで下さ

い」と言うんですね，

大儀見「おいで下さい」というのは，アメリカスカッ

プにチャレンジして下さいと｡”…。

田辺ええ，そうです。「当然，来なきゃあならなく

て来ないのは西独と日本で……」という話があったん

でアドバイスを求めたら,彼は非常ににっこりしてね，

もう70歳近い，鼻はと力:ってるけど柔和な顔をした地

味な紳士でね，そのステキなダンナが諄々と話をして

くれて，最後に「信念を持ってやってください」と言

うんですよ。つまり，「不退転の決意でやって下さい」

これは面白半分に出来ることではないから，まず始め

に必要なことは「参加するという意志だ」と，次は「ね

ばり強いこと」これは長丁場だから，カツとなって出

来ることじゃない。これはなが－い勝負だから，その

W{|-1,緊張を維持するのは大変なことですよ。……そ

れで最後に，実にいい事を言ってくれたんですよ，そ

れは「経験をつむために出場するのではなく，勝とう

と思って来て下さい」と言うんですね，これ，矛盾が

あるけど，とにかく出なきゃあ右も左もわからない。

だけど，とても1回や2回の挑戦じゃカップはとれる

もんじゃないと．.…・・

大儀見オーストラリアだって，勝つ為に4回かかっ

たんですから，とにかくスタートしないことにはね。

それで，僕は究極的に見れば金もテクノロジーも日本

にある。ハードの部分では，本質的に勝てるだけのも

のがあるけど，どうしても克服しなきゃならないのは

ソフトだね，内部分裂を起こさないマネージメントと

いうか，日本人が最もにが手なヒューマンエンジニア

リングでしょうね。……といったところで，本日はど

うも有難うございました。
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季幸李マー寺÷マーヘマーマ寺マヘマー一寸･一寸-今マ隻今マヘマー全一～マヘ守一幸ヘマ全や～一寺一一マ一寸今マ

9カ国84艇がエントリー

Ⅷ州HAOSAKACLP

メルボルン/大阪

ﾌ）眉･瞳、夕 レハンドヨットレース〃$彦
堤＜

い式唾く
《
｝ 3月21日スタート

ー暖、～～～一ﾏｰ今マー今幸一寸～‐ヘマ今寸一マ一幸今寸-今幸一寺-一寸
に区分けしています。

重量がスピード上不利と思われる艇は「クルーザー

グループ」に属します。また軽量でスピード上有利と

思われる艇は「レーサーグループ」に属し，さらに艇

長12mを超え16mまでの「クラスA」と，艇長10m

から12mまでの「クラスB」に分けられています。

1969年3月に行なわれた第一回太平洋横断シングル

ハンドレースはサンフランシスコから神奈川県三浦市

まで，全て海外からの参加艇5艇によって競われた

レースでした。

沖縄海洋博記念の第2回太平洋横断シングルハンド

レースは，サンフランシスコからハワイ，モロカイ水

道を経て海洋博会場までを参加8艇（うち日本艇が5

艇）で行なわれ，また第3回のポートピア博記念太平

洋横断シングルハンドレースも参加l1艇中日本艇が10

艇を占めるレースでした。

今回のヤマハ大阪カップ°は参加艇・参加国数の多さ

でも，これまで太平洋を舞台に繰りひろげられたヨッ

トレースに比べ，群を抜く規模のI玉l際的なヨットレー

スとなりました。

2．レース概要

1）名称YAMAHAOSAKACUP

メルボルン／大阪ダブルハンドヨット

レース1987

2）コースメルボルン港→大阪港

約10,200km=約5,500海里

3）スタート1987年3月21B(土）

メルボルン港内

4）所要日数40～60日と予想

5）タイプダブルハンド（2人乗り）

6）参加資格①モノハル艇（全長10m以上16m以

1.｢YAMAHAOSAKACUPメルボルン／大阪

ダブルハンドヨットレース1987」について

太平洋を南半球から北半球へ縦継する世界で初めて

の国際外洋ヨットレース「YAMAHAOSAKACUP

メルボルン／大阪タブルハンドヨットレース1987｣は，

国内23艇，海外67艇の計90艇の参加を得て，昭和62年

3月21日オーストラリアのメルボルン港をスタート

し，5,500海里（約10,200km)の波涛を越えてゴー

ルの大阪港を目指します。

大阪港開港120年を記念したこのヨットレースは，

大阪港と姉妹港であるメルボルン港を結ぶものとし

て，企画・大阪市,主催・社団法人日本外洋帆走協会，

タイトルスポンサー・ヤマハ発動機株式会社によって

開催される国際外洋ヨットレースです。

このダブルハンドヨットレースは，スキッパーとク

ルーの二人だけの乗り組みで全長10m～16mの外洋

クルーザーを操船し，日本近海から大阪港まで複雑で

変化に富んだ気象海象の荒海を走破する世界でも屈指

の国際的な海洋イベントです。

多くのクルーザーレースでは，乗組員はその艇の定

員まで許され，それぞれの役割をフルに発揮するとと

もに，交代により十分な休息も可能となりますが，今

回のダブルハンド（二人乗り）ヨットレースはシング

ルハンド（一人乗り）ヨットレースとともに「ショー

トハンドヨットレース（クルーの少ないヨットレー

ス)」と呼ばれ，スキッパー（艇長）とクルー（乗組員）

の二人のぴったりと息の合ったチームワークと信頼性

が厳しく要求される，スポーツ性と冒険性に富んだ

ヨットレースです。

レース艇は，種類と長さによって帆走性能が異なる

ため，「クルーザーグループ」と「レーサーグループ°」

御里

＝

(9）
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下の艇）

②スキッパー，クルーともスタート時

点で18歳以上。

③スキッパー，クルーとも外洋で500

海里以上の無寄港航海をシングルハ

ンドまたはダブルハンドで経験して

いること。

グループ。及びクラス分け

①クルーザーグループ

（重くてスピード上不利と思われる艇）

電池有効期間3年専用電池に依る

浮力有り

作動手動ON/OFF

④レース委員会は，全参加艇のリスト及び写真を添

付したファイルを事前に海上保安庁・米国沿岸警

備隊・オーストラリア沿岸監視センターに送付す

るとともに，レース開始後アルゴスシステムによ

り入手したレース艇の動静データを上記救助機関

のJASREP･AMVER･AUSREPの担当セク

ションに毎日通報する。

⑤参加艇の堪航性を考慮して,ORCスペシャルレ

ギュレーション特別規定カテゴリー0を適用す

る。

⑥参加者の参加資格として年齢は18才以上とし，ま

た，500海里以上のシングルハンドもしくはダブ

ルハンドでの航海の経験者とする。

⑦スタート前々日に開催される艇長会議に於いて，

気象情報や艇海情報及び無線運用法などの説明を

実施する。

7）

v嘩計虜'≧l.7ヨ
②レーサーグループ

(軽くてスピード上有利と思われる艇）

桑

v嘩計g)<l.75
クラスA:全長が12.0mを超え，

16.0m以下の艇

クラスB:全長が10.0m以上,12．0

m以下の艇

8）賞到差|||目に順位を決定

．一番最初に到着した艇

・各グループ及びクラスの3位まで

・完走艇には記念品

9）参加補助完走艇に100万円（完走艇とはタイム

リミット内にフイニッシュした艇）

1O)ﾀｲﾑﾘﾐｿﾄ①クルーザーグルーフ

トッフ°艇のフィニッシュから6週間

②レーサーグルーフ

クラスごとにトップ｡艇のフィニッ

シュから4週間

11)安全対策

①参加全艇にアルゴス発信機を塔載させ，レース委

員会は全艇の動静を把握する。また，緊急・遭難

時に備えて同発信機にはレスキュー信号発信ボタ

ンを設け，緊急遭難の事態が発生した場合，直ち

にレース委員会に通報できるシステムを採用す

る。

②参加艇には,無線通信機の設備を義務づけている。

③救命無線機(EPIRBクラスB)の搭載を義務づ

ける。

※EPIRB(EmergencyPositionlndicating

RadioBeacon)

救命無線機(EPIRBクラスB)規格

使用海域外洋

到達距離200海里以上

受信相手方全民間商用機／西側軍用機

送信周波数121.5/243MHz同時送信

送信時間連続48時間以上送信

3．最終エントリー状況（1986年12月31日締め切り）

10ヶ国90艇

l)国別内訳

オーストラリア36

日本2O

ニュージーランド13

アメリ力4

フランス5

イギリス2

力ナダ2

デンマークl

オランダl

合計84(1987.1.31)

4．コース予想略図
へ

伝う苗

海域

。
。

妙
ァ
城
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○
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6．出場艇のプロフィール

(1)レーサーグループ°クラスA

オーストラリア

NO17<HAVEKNOTS>ロバート・ペリー設計

14．58mカッター1980年12月進水ビル・オクス

レー64)貿易商，ウィル・オクスレー21)(ニューサウス

ウェールズ州)スキッパーとクルーは，ホンコンで進

水したくハブノッツ〉に乗り，ホンコンからオース

トラリア，ヨーロッパ，及びオーストラリアの沿岸を

クルージング｡ダブルハンドの経験としては,子息ウィ

ルと1981年に行った，パラオからパプアニューギニア

への1,000マイルがあります。

NO.18<SITKA>タスカー／スワーブリック設計

14.80mマストヘッドケッチ1969年進水ブレンダ

ン・ハントCo)ヨットブローカー,(共同スキッパー）

サイモン・ケレット旧6)オーストラリアサーフライダー

協会(ヴィクトリア州)ハント氏は少人数でのクルージ

ングを8,000マイルにわたって楽しんできました。共

同スキッパーのケレット氏は長距離の外洋レースの経

験が500マイル以上あります。

NO.35<GRAYHOUND>ジョー・アダムズ設計

13.50mスルーフ1985年10月進水キース・グレイ

@5),フィリップ・ユーニスC1)(ヴィクトリア州)スキッ

パーのグレイ氏は，クルージングとして1966年の大西

洋横断,1967年の太平洋横断を経験し，レースとして

は，シドニー～ホバートレースに4回出場し，3万マ

イルを航海してきました。クルーのユーニス氏はシド

ニー～ヌーメアレース，メルボルン～ホバートレース，

そしてニュージーランドへのクルージングを含む1万

マイルの経験を持っています。

NO.41<DUGONG>ハーマン・ボード設計14.50

mケツチ1979年進水ロナルド・スペンス60),(共

同スキッパー)マレー・スペンス@9)土木技士(ヴィクト

リア州)共同スキッパーの2人は，オーストラリアの

バス海峡で行われたヴィクトリアオーシャンレーシン

グクラブ発足記念ダブルハンドレース(100マイル）

の優勝者｡ロナルドはシドニー～ホバートレース6回，

メルボルン～ホバートレース5回に出場し，マレー氏

は地中海からカリブ海までをケープタウンからプンタ

デルエステ（ウルグァイ）までの大西洋横断の経験が

あります。

NO.50<VALKYRIE>ジョー・アダムズ設計15.50

mスループ1986年7月進水ゲリー・ハンフリー

M7)獣医,(共同スキツパー）グレツグ・ブラウン69)ポー

ト建造業(クィーンズランド州)ハンフリー氏のヨット

歴は30年。レース経験はシドニー～ホバートレース11

回出場。ハワイクリッパーカップ，シドニー～ヌーメ

アレース5回出場(1983年優勝),1976年,78年シドニー

～スバレース優勝，1984年シドニー～ヴイラレース優

勝。無寄港でオーストラリアを一周したこともありま

5．コースの特徴

「YAMAHAOSAKACUPメルボルン／大阪ダブ

ルハンドヨットレース1987」は,1987年3月21日出に

オーストラリア・メルボルン港をスタートし，ゴール

の大阪港に向けて太平洋縦断の帆走を開始します。

〈オーストラリア東部海域〉

オーストラリア東部沿岸海域には，珊瑚海からオー

ストラリア沿岸に沿って南下し，ニュージーランド沿

岸では北上する東オーストラリア海流があります。

また，メルボルン付近は南半球の中緯度高圧帯の南

側に位置し，西風の吹<海域です。さらに北上すると

風の弱い海域に入り，南緯25度付近からは南東貿易風

帯になります。

レース艇は海流に逆らい風を選んで北上するか，海

流に乗るためにニュージーランド側に針路をとるかの

コースを選ぶことになります。

〈メラネシア海域〉

南緯10度付近にはソロモン列島が行手をはばむよう

に横たわっています。水深2,000mという深さからい

きなり海面下数メートルという珊瑚礁があらわれるな

ど，変化に富んだ海域です。

また南緯10度から5度あたりは赤道収数帯と呼ばれ

る無風の海域となります。この赤道直下の海域では強

い太陽の熱射のため海水がどんどん蒸発し，上昇気流

を発生させているところで，周囲から流れこむ空気が

お互いに反発しあって無風の状況を作り出していま

す。

最短距離のコースをとり，ソロモン群島を抜ける場

合には海底の状況に気を配る必要があり，またいかに

早く風を見つけて帆走距離を伸ばすかがポイントとな

りましょう。

〈ミクロネシア周辺海域〉

赤道無風帯の海域を抜けると北赤道海流が東から西

へ流れています。

この海流はフィリピンから台湾にかけて西岸強化流

として勢いを増し，日本の太平洋岸を洗う黒潮となり

ます。

各レース艇はこの北赤道海流に乗り，北東貿易風を

利用した快調な航海が予想されます。

〈日本近海〉

中緯度高圧帯の北側に当たる日本近海ではレース艇

が通過する4月から5月にかけて温帯低気圧が急激に

発生しやすい時期にあたっています。これはメイス

トームと呼ばれ，日本近海に厳しい気象海況をもたら

しています。

黒潮の強い流れと変わりやすい風をとらえ，ゴール

の大阪港を目指します。

口■

へ
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す。ブラウン氏のヨット歴は15年,1986年シドニーー

コフスハーバーレースダブルハンド部門で優勝。その

他，回航経験も豊富です。

NO.51<DELICADO>ジヨー・アダムス設計14.00

mカッター／スルーフ1986年11月進水ウィリア

ム・フォード64)公務員(無線通信士)，マーギュリー

ト・フォード69)公務員(クィーンズランド州)夫妻はこ

の3年間,オーストラリアの沿岸を航海してきました。

No.59(BAHLoon>ジョン・ピユー設計14.97m

カッターヘッドケッチ1980年12月進水ジョン・ピ

アーズ63)住宅建設業，トーマス・フェルフ．ス“住宅建

設業(ニューサウスウェールズ州）ヨット歴14年のス

キッパーと6年のクルーは，シドニー～ホバート，シ

ドニー～トレス海峡，シドニー～ロードハウェ，メル

ボルン～ケアンズをダブルハンドでクルージングして

妻士iナァ
ごづ、Lノ／－O

N0.61<SCARPA>ジョー・アダムズ設計13.90m

スルーフ1979年進水トニー・ヴイック《2)ダイバー

チャータースキッパー，アーノルド・ティクルIo)

(クイーンズランド州)ヴイック氏は10年のヨット歴を

持ち，オーストラリア－周，オーストラリア～ニュー

ジーランド～フィジー往復等をクルージングし，

ニュージーランドからオーストラリアまでの1,500マ

イルのシングルハンドレースに出場しました。クルー，

テイクル氏はこの4年間に，ダブルハンドのレースや

その他沿岸のレースに参加。スポンサーはウィットサ

ンデーレンタヨット。

NO.64<KNOTGUILTY>フィリップ・う,リアン設

計12.64mスループ1987年2月進水予定セド

リック・ホワイト“)外航商船船員，マルコム・フィー

ルドM5)外航商船船員(ニューサウスウェールズ州）ス

キッパーとクルーはそれぞれ20年,10年のヨット歴を

持つ外航商船の船員。ホワイト氏は1975年にイギリス

からニュージーランドを30フィートのヨットで，また

1984年にフィールド氏と共に，イギリスからタヒチ，

タヒチからホノルル，ホノルルからロサンゼルスを40

フィートのヨットで航海。

NO80<SYRENKA>1480mスルーフ1967年進水

ジュリアン・ボイド(3'〕)，コリン・バン（ヴィクトリア

州)彼らの長距離航海は西オーストラリアのバンベ

リーからメルボルンまでの回航です。

NO86<MALEWOFMAN>P・ジュバート設計

13.00mスループ／カッター1974年7月進水ド

ン・ウッド(52)，（共同スキッパー）ロッド・ウオーター

ハウスC7)(ニューサウスウェールズ州)ウッド氏は20年

間，グレートバリアリーフ等でクルージングやレース

を楽しんでおけ,1985年,1986年にはタスマン海峡と

バス海峡を渡りました。共|可スキッパーヮ元ノォーター
ハウス氏は1985年,1986年の太平洋横断を含む，

25,000マイルのクルージングやレースを経験。

NO95<ALSTAR>>ジョー・アダムス設計15．90

(12)

mカッター1985年12月進水アルビー・バーギン

ャl),グレッグ・コーワン四(ニューサウスウェールズ

州)スキッパーは275,000マイルの航海距離を持ち，シ

ドニー～ホバート，シドニーースバ，タスマン海峡縦

断，シドニー～ニューフ°リモス等南太平洋で行われ

るほとんどのレースやハワイのクリッパーカップでも

好成績を収めてきました。クルー，コーワン氏と共に

1986年にはダブルハンドのトランスフイールドトラン

スタスマンレースで優勝しました。

NO96<QUICKSILVER>ロン・スワンソン設計

12.64mマストヘッドスルーフ°1984年3月進水

ニール・レイルトンM6),(共同スキッパー）トレバー・

マーサー@9)(クイーンズランド州)共同スキツパーの2

人は1983年ソロモン諸島のギゾからオーストラリアの

ケアンズまでの1,000マイルをダブルハンドでセーリ

ング，その他，タスマン海峡縦断等，オーストラリア

の沿岸でクルージングやレースを楽しんできました。

日本

N0.1<BENGALn>ヴァンデスタッ卜／大橋設計

16.00mスループ1986年10月進水丹羽徳子60)ヨッ

ト製造業丹羽由昌60)ヨット製造業(愛知県尾西市)丹

羽由昌氏は名古屋大学在学中からヨットを趣味とし，

これまでトランスパックレース，チャイナシーレース，

沖縄～東京レースに参加している我国で有名なヨット

マンです。徳子夫人も御主人同様，名古屋大学時代か

らのキャリアを持っています。スポンサーはホテル慶

屋(よしや)。スキッパーは徳子夫人。

N0.7<KODENOKERAW>斉藤茂夫設計16.00m

マストヘッドスルーフ1986年9月進水斉藤茂夫@4)

ヨット設計建造業(東京都小笠原村)，多田雄幸66)タク

シードライバー(東京都世田谷区)ヨット歴25年の斉藤

氏は，これまでに東京～ロサンゼルス，東京～アラス

カを含む1万マイル以上のクルージング，烏羽レース

や八丈レースに出場しています。多田氏も20年のヨッ

ト歴の中で1975年沖縄海洋博覧会記念太平洋横断シン

グルハンドヨットレース4位，1983年BOC世界一周

シングルハンドレースでは，〈オケラ5〉でクラスⅡ

優勝などの記録を持っています。

NO.21艇名未定高井理設計16.00mスルーフ

1987年1月進水予定堀江謙-@8)ヨット冒険家(兵庫

県芦屋市)，クルー未定ヨット冒険家として堀江氏

が作った数々の記録の中には,1962年19フィートの

マーメイド号での単独太平洋横断,1974年マーメイド

Ⅲでの西回り単独無寄港世界一周,1982年世界初縦回

り世界一周,1985年ソーラーボートでのハワイから日

本までの航海等があります。

No.28<ALBIREon>T&P設計12.74mスルー

フ1971年進水西川勝正68)会社員(大阪市住吉区),

神田哲也Go)養護学校教員(兵庫県伊丹市)西川氏は14年

のヨット歴の中で，沖縄～東京レース,1982年ジャパ

ン～グァムレース，鳥羽レースに出場してきました。

傘
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NO.39<DRRAI>高井理設計16.00mスルーフ

1986年10月進水5,500kg岡本頼69)医師(大阪府和

泉市)，クルー未定岡本氏のヨット歴は10年。1981

年のポートピア記念太平洋横断シングルハンドレース

に出場し2位の成績を収めました。今回は軽排水量の

16mのレーサーを建造し，クルーは数名の候補者か

ら選考中。

NO.57艇名未定ジョー・アダムズ設計15.20mス

ループ1985年進水小田義秀M1)会社員(兵庫県神戸

市)，クルー未定小田氏は国内クルーザーレースは

もとより，1975年沖縄海洋博覧会記念太平洋横断シン

グルハンドヨットレース,1978年シドニー～ホバート

レース,1981年ポートピア記念太平洋横断シングルハ

ンドヨツトレース,1982年香港～マニラレース等の海

外レースに参加してきました。1977年には大西洋横断

を行いました。ジョー・アダムズ設計15.2mのスルー

プをチャーターして参加。艇名及びクルーは未定。

NO72<SHUSETSU>ダグ・ピーターソン設計

13.00mスループ･1977年3月進水神吉勝宏@8)飲食

店経営(大阪市北区)，寺田順67)ハーバーマスター(三

重県度会郡)ヨット歴10年のスキッパー神吉氏は三重

県の五ケ所湾を中心に関西,関東へクルージング,ヨッ

ト歴19年の寺田氏は同じく五ケ所湾から，沖縄や伊豆

諸島へのクルージングを楽しんできました。

ン・ミラー#7)建築業(パラマッタ）スキッパーのヤング

氏はニュージーランドノースアイランドー周を含む沿

岸でのクルージングを10年間楽しんできました。ク

ルーのミラー氏は20年間，ニュージーランドの2つの

島を一周したり，ニュージーランド，ウェリントンか

らフィジーへのレースやウェリントンからオーストラ

リア，ムールーラバヘのレースに参加してきました。

NO.81<CASTAWAY>ローリー・ダビッドソン設計

16.00mスループ1987年進水デイグビー・テイ

ラー15),コリン・アーカスト（オークランド市)長年外

洋レースで活躍してきたスキッパーのテイラー氏は

1981/82年ウイッドブレッド世界一周レースでくアウ

トワードバウンド〉のスキッパーを努め，小型艇クラ

スDの優勝者となりました。また1985/86年ウイット

ブレッドには惜しくもリタイヤした，マキショット，

<NZlエンターフ．ライズ〉の艇長として参加。クルー

も太平洋の島々へのレースに出場。スポンサーはキャ

スタウェイホテル。

一
一

カナダﾌﾗﾝｽ

NO.45<ZEEVOGEL>スパークマン＆ステイーフン

ズ設計13．10mカッター／スループ1971年進水

フランク・ティマーマンズ00)，パトリシア・ティマー

マンズ《0)(カナダユーコン）カナダからのエントリー

第1号の2人は，これまでに，カナダ～ハワイ～西サ

モアを帆走した経験があります。スキッパーのヨット

歴は20年，クルーは5年。

NO.85艇名未定フィノー設計15,00mスルーフ

1986年7月進水ロワー・ポシュ23),(共同スキッ

パー)パトリック・モルヴァンM2)(フランスラロー

シェル）2人は共同スキッパー。ポシュ氏は1984年，

1985年にポルニシェーカサブランカ等いくつかのレー

スに出場。モルヴァン氏は1982年のラローシェルから

ニューオリンズまでの大西洋横断レースに15.20mの

くジェットサービス〉で出場し，クラス3で優勝。ま

た1985年にはモナコからニューヨークの大西洋横断

レースに26mのくジェットサービス〉に乗り,3位

になりました。

アメリカ

NO.19<SIRISAAC>チャック・バーンズ設計

14.87mステイスルスクーナー1984年6月進水

ロッド・ホルト62)，ボブ・グーディ“(カリフォルニ

ア州)スキッパーはダブルハンドで1982,84,85年の

3回，ハワイからサンフランシスコへ，それぞれ

3,300マイルを航海しました。また，サンフランシス

コからハワイのカウアイまでのカウアイレースに2回

出場。クルーのグーディ氏はシドニーからポートマコ

リーのレースのダブルハンド部門に出場し，優勝した

ほか小人数での回航クルーズ経験が豊かです。

NO'46<NAKIRIDAIO>ブルース・ファー/ボブス・

スミス設計16.00mスループ1987年1月進水

ワーウィック・トンプキンズ64)セーリングコンサルタ

ント（カリフォルニア)，クルー未定トンプキンズ氏

のダブルハンドの経験は,1972年～73年，マル設計41

フィートのヨットによるフロリダ州からスペイン，グ

ラナダまでの1,700マイル,1982年～83年，ファー設

計38フイートのヨットによるニュージーランドからカ

リフォルニア州までの9,000マイル等，たいへん豊富

です。ニュージーランドで新艇建造。

（
一

(2)レーサーグループ°クラスB
日本

N0．3<OIDON>ヤマハC35CR10､50mスルー

フ・1986年4月進水藤田弘治《o)飲食店経営(東京都

千代田区)，矢嶋滋28)(東京都新宿区)スキッパーの藤

田氏は，居酒屋“神田南蛮亭”など5つの飲食店を経

営するヨットマン，ヨットには12年前に買った21

フィートのクルーザーから乗り始めました。今回はこ

のレースのためにヤマハに新艇C35CRの建造を依

頼，進水は1986年4月。クルーは小笠原レース，日本

海横断レースに出場し，日本沿岸でクルージングを15

年間楽しんできました。

ニュージーランド

NO.54<DEVONA>スパークマン＆ステイーブンス

設計16.00mマストヘツドスルーフ1976年進水

マイケル・ヤング69)エンジニア(パラパラウム),ジョ

(13)
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N0.4<DONGAMEW>渡辺修治設計10.60mス

ルーフ1986年12月進水渡辺康夫66)会社員(神奈川

県逗子市)，松浦剛@9)(東京都品川区)渡辺氏のヨット

歴は30年，約30,000マイル，クルーの松浦氏のヨット

歴は15年,15,000マイル以上に及びます｡<どんがめⅧ〉

は1月に船積みでオーストラリアに送られます。

N0.5<CANAAN>T&R設計11.115mスルーフ

1975年進水三宅新69)サービス業(岡山県玉野市),ク

ルー未定，三宅氏は12～13年前からヨットを始め，モ

ス級から21JOGとシングルハンドで楽しんできた

セーラーです。〈カナーン〉は三宅氏に所有される前

はくサンバードⅣ世〉としてレースで活躍しました。

NO8<HEARTOFGLICO>ヤマハR-3811.99m

マストヘツドスルーフ1983年3月進水岡本卓也（9）

海洋冒険家(大阪市東住吉区)，宇野浩助(19)学生(京都

市左京区)岡本氏は，これまでに,1983年第1回ジヤ

パンーグァムレースに出場,1979年には父子で大阪か

らサンフランシスコの太平洋横断を行っています。ク

ルーはヤマハジュニアヨットスクールの第1期卒業生

です。スポンサーは江崎グリコ。

NO.26<KOBE-GAUFRES>木原俊男設計12.00m

スルーフ1979年進水佐野康夫《o)(大阪市城東区),

岸本信弘28)会社員(大阪府箕面市)佐野氏は,20年の

ヨット歴を持ち，1983年にジャパン～グァムレースに

出場した後，続いてグァムーポナペーグァムーテニア

ン～沖縄をダブルハンドで3,000マイル航海していま

す。岸本氏のヨット歴は13年。1980,1981年には国際

OKデインギー級で全日本1位になり，ジヤパンー

グ､アムレースにもlll場しています。七一リングインス

トラクターとしての経験も豊かです。

NO.38<SAILA>ピーターソン設計10.00mスルー

フ1977年進水四本泉C2)海洋生物調査ダイバー，四

本智子@6)(大阪市西淀川区)四本氏のヨット歴は14年，

智子夫人は1年余り。12月にメルボルンへのInl航に出

発，途中ク．アム，ニューカレドニア等を経て，3月初

めにメルボルン入りの予定。

NO44<ALPHACUBIC>ニール・ジェッペセン設

計11.90mスルーフ1987年1月進水菱l1l夕美66)

美術企画(東京部世田谷区),岡村清子65)造船所勤務(静

岡県賀茂郡)女性二人によるエントリー第1号です。

二人ともヨットによる外洋航海の経験はありません

が，普通の女性でも5,500マイルの太平洋縦断を成し

とげることができることを証明するのが参加の動機で

す。

スポンサーは服飾メーカーのアルファキュービック。

NO60<ZOO>EGヴアンデスタツ卜設計10.36

mスルーフ1984年1月進水坂田重樹63)会社員(大

阪府豊中市),中川英子62)会社員(大阪府豊1|-!市)スキッ

パーとクルーは共にヨットを始めて,14年になります。

現在，南太平洋をクルージング中のヨットZOOの

オーナーの，枇界の自然と動植物を探究するという大

きな夢に共感し，今回の出場を決めました。人と人と

の心のふれあいを大切にし，レースに臨みたいと考え

ています。

NO69<TSUBAKURO>ヤマハ発動機設計1O.53m

スループ1982年4月進水幸村至峻《o)(東京都豊島

区)，岡田敏久M2)会社経営(東京都大田区）2人はエン

トリー艇くつばくろ>で1986年12月28日スタートのジヤ

パンーグァムヨットレースに出場後，グァムからメル

ボルンへ船を回航する予定です。

NO.75艇名未定岡安幸子65)会社員(東京都東久留米

市)，クルー未定大学時代ヨット部に所属し,1973

年女子インカレ全国大会に出場。同時に次兄が艇長を

勤めるクルーザーにクルーとして乗り組み，国内主要

外洋レースを経験。社会人になってからは共同でク

ルーザーを購入し，このレースのためにトレーニング

を兼ねたクルージングを行っています。

NO.94<DONJU>池正道設計四辻敬-24),平田

富士男@4)(長崎県福江市）

NO.98(FUJIm>11.90mスルーフ1982年進水

矢原直《8)(神奈|||県横浜市)，クルー未定

オーストラリア

NO.40<MELSAKA>ジョー・アダムズ設計11.90

mスループ建造中グラハム・ワーナー61)電気技

師会社重役，（共同スキッパー）レスリー・ベリマン60）

マリン設備会社重役(ヴィクトリア州)ワーナー氏の長

路離航海は，シドニーホバートが14回，ホバート～メ

ルボルンが16回，その他ニュージーランドのオークラ

ンドにも七一リングしています。ベリマン氏も主に

オーストラリア東部沿岸をクルージングしてきまし

た。艇名はレースのスタート地とフィニッシュ地にち

なんでいます。

NO．42<BUBGETOFTHEORIENT>スパークマン

＆スティーブンス設計10.23mマストヘッドスルー

フ1977年進水ピーター・ハンセン@8)会社役員，

ジョン・ロングデンM2)警官(ヴィクトリア州)20年来の

ヨット仲間であるスキッパーとクルーはヴィクトリア

州からタスマニア州や西オーストラリア州へ，また，

バス海峡を何度も航海してきました。

NO.48<CITYOFADELAIDE>スパークマン＆ス

テイーブンズ設計11.80mスルーフ1982年進水

マイケル・ウィルキンソンG7)医師，アン・ウィルキン

ソン62)物理療法士(南オーストラリア州)スキッパーの

ヨット歴は20年，この間,1971年にはスコットランド

～ノルウェー,1981年にはニュージーランド～フォー

クランド,lijl年12月にホーン岬回り,1982年にカリブ

海へ航海しました。同じ年に大西洋横断を行い,1983

年にはシドニー～ホバートレースに出場。クルーの

ヨット歴は1年。

NO.52艇名未定スタンマン設計11.99mスルーフ

1986年2月進水デイビッド・アダムズ63),デイビッ

(14)
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ド・ギディ64）（ニューサウスウェールズ州）アダムズ

氏はシドニー～ホバートレースに31u1,1,300マイル

の1986年シングルハンドトランスマンレースに出場。

ギデイ氏は5歳～18歳までディンギーでのレースで活

躍し，最近ではドラゴン級でのクラブレースを楽しん

でいます。

NO.62<BOUNDARYRIDER>ジェームズ・イング

リス設計11.40mスルーフ1985年12月進水

ジェームズ・イングリス&7)不動産業，コンリ・メッ

チャー《8)セールメーカー（クィーンズランド州)スキッ

パー，イングリス氏はヨット歴30年，レース，クルー

ジング,回航に親しみ,1980年ハワイのクリッパーカッ

プシリーズではクラスB優勝のくゴールドコーストエ

クスプレス〉のスキッパーを勤めました。クルーも32

年のヨット歴を持ち，パースーシドニーの航海3回，

小型艇及びマキシポートによる外洋レースに多数出場

してきました。

NO.63艇名未定JRキング設計11．99mスルー

フ1987年1月進水予定カンガ・バートルズ《3)ヨッ

ト製作会社重役，ミック・リー65)セールメーカー

（ニューサウスウェールズ州）スキッパーのバートル

ズ氏はヨット歴30年のヨット製作会社重役。1970年に

ダブルハンドで大西洋を横断。また，テネリフェから

バルバドスへの2,750マイルをクルージングしました。

レース経験は，シドニー～ホバートレース8回，シド

ニー～スバレース3回等。クルーはセールメーカー，

25年のヨット歴の中で，シドニー～スバレース，シド

ニーームールーラバレースなどに出場してきました。

NO66<KOOKABURRA>ブルース・ファー設計

11.60mスルーフ1980年10月進水ロナルド・ノッ

ト65)電気技師，パトリック・ディビス@9)(フィーンズ

ランド州）2人の航海路離はロードハウェ島へのク

ルージング等，オーストラリアの近海で40,000マイル

を越えています。

NO.73<BOHEMIAN>デイック・カーター設計

11.28mスルーフ1974年進水テイモシー・エドキ

ンズ62)，（共同スキッパー）ロバート・ハリソン63)（南

オーストラリア州）共|可スキッパーの2人はアデレー

ドーポートヴィラ往復，パースーアデレードのクルー

ジングや，シドニー～ホバートレースをはじめとする

様々な外洋レースに出場しました。

No.77<sNowGoosEm>HEコックス設計

10.00mスループ1949年進水ピーター・ニールCl),

テリー・ニールセ0)（ヴィクトリア州）スキッパーとク

ルーの長距離航海には，オーストラリア～ニュージー

ランド,ニュージーランド～フィジー，フィジー～オー

ストラリア等があります。

NO79<MAGICCARPET>K・ハルハーソン設計

10.00mスルーフ1976年進水L・クーパー69)ク

ロップダステイン・パイロット，エイドリアンティブ

ンポートーフ．ラット23)船大工（ニューサウスウェール

(15)

ズ州)20年111,ヨットを購入したスキッパーはジャー

ビス湾でのヨットレースに参川|してきました。ディン

ギーで育ったクルーとともに|{|場します。

NO88<JOHANNA>ピーター・ブライン設計

11.60mカッター1986年12月進水リンドン・シェ

パードIo)(ヴィクトリア州）クルー未定スキッパーの

長距離航海経験はオーストラリア東部海域での80()マ

イルです。

ニュージーランド西ドイツ

NO.49<RENEGADE>ジョン・リドガード設計

11.00mスルーフ1968年進水トレバー‘スミス(51)

（ニュージーランドワンガレイ），クルー未定スミス

氏は夫妻でタスマン海峡の横断，ブリスベンからワン

ガレイまでの航海に加えて，南太平洋のクルージング

を楽しんできました。

NO.74<SECONDGLANCE>ハンス／ウェスト設計

11.50mスルーフ1984年12月進水ピーター・ハン

ス@7),サイモン・ジェニングズ28)(ニュージーランド

ウェリントン市)スキッパーのハンス氏は1986年タウ

ランガーブリスベンのタスマンレースに，今1口1の出場

艇でスキッパーとして参加。クルーのジェニングズ氏

はナビゲーターとしてケープタウンから大西洋を横断

した経験があります。

No.12<JEANTExm>ゲオルグ・ニッセン設計

12.00mスルーフ1984年9月進水ウルフガング・

クイックス@9)ヨット建造業，アリス・ザイロスe1)(m

ドイツエバーズバーク）スキッパーのクイックス氏は

大西洋横断シングルハンドレース2回，英国・アイル

ランドー周ダブルハンドレース4回，ホーン岬を回る

世界一周航海,1986年大西洋横断ダブルハンドレース

参加者。クルーは，ウイットブレッドレースなどに参

加経験のあるプロのチャータースキッパー。

(3)クルーザーグループ
O

オーストラリア

NO.10(SOUTHERNSOJOURN>ハートレー設計

10.29mスルーフ1982年9月進水ニコラス・ブ

レッティングガムムーア62)，ニコラ・イーストウッド

"(タスマニア州）スキッパーのブレッティンガムムー

ア氏はホバートーニュージーランドーホバートーシド

ニー（2回)，ホバート～メルボルン，バースーバリ

の航海を経験,1984年3月にクルーと現在の航海に出

航｡この間にホバート～ニュージーランド,ニュージー

ランド～トンガ，トンガ～フィジー～ニューカレドニ

ア～フィジー～ニュージーランドの合計1万マイルを

クルージングしました。

NO.37<STARWAVE>スパークマン＆スティーフン

ズ設計12.52mスループ1985年10月進水ジョ

ン・カークヴリート03),ジェニファー・カークヴリー

ト“)(クイーンズランド州）2人のこれまでの航海は，
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1974年メルボルン～ニュージーランド往復,1977年メ

ルボルンーシドニーーブリスベンーケアンズ。1980年

ケアンズ～ニューギニア～ソロモン諸島～バヌアツ～

ニューカレドニア～ニュージーランド,1981年ニュー

ジーランド～オーストラリア，クィーンズランド州の

ブリスベン。すべてタブルハンドで。

NO.65<BRUMBY>ロバート・ペリー設計12.70

mスルーフ1986年10月進水ハンフリー・ジョー

ンズ《0)指圧療法師，クレア・ジョーンズl1)レントゲン

技師(クィーンズランド州)夫妻がダブルハンドで行っ

た航海は1977年から1980年の間に9回，その中にはメ

キシコーフレンチポリネシアヘの2,600マイル，フイ

ジー～ニュージーランドへの1,100マイル，シドニー

～ヌーメアへの1,200マイルが含まれています。

NO.67<TERRAAUSTRALIS>ジョック・ミュア設

計15.24mスルーフ1982年11月進水ブライア

ン・ジェフリーズ(50)ドライクリーニング店経営，ルー

シー・ジェフリーズ(50(ニューサウスウェールズ州）4

人の子供を持つ夫妻は家族でグレートバリアリーフで

のクルージングを楽しみ，子供達が成人したあとは

1983年にソロモンやパフ°アニューギニアを訪問,1984

年にオーストラリア北端のトレス海峡へクルージング

し,1985年にシドニーへもどりました。

NO70<GEMINI5>ベン・ミラー（レクセン)修正設

計マストヘッドスルーフ11.75m1981年8月進水

ピーター・スミートン(59)，（共|司スキッパー)アン・ス

ミートン63)(ニューサウスウェールズ州)共同スキッ

パーである夫妻は,14年にわたってオーストラリアの

沿岸をクルージングしてきました。

NO71<BROWNCREEKGOLD>ジョー・アダム

ス設計12.19mカッター1978年12月進水デ

ビー・エリックソン63)建築家,(共|司スキッパー)ペ

ル・エリックソン67)艇庫管理(ニューサウスウェール

ズ州)艇庫の管理をするご主人と建築家の夫人は，こ

の12年間，ムールーラバ～シドニー等，オーストラリ

ア沿岸でのクルージングを楽しんできました。

No.76<sHENANDoAHn>スパークマン／スティー

ブンズ設計10.36mスルーフ1981年進水ロナル

ド・ホワイト63)，ケン・マイケル64)エンジニア（ヴィ

クトリア州)共に40年以上のヨット歴をもつスキッ

パーとクルーはサンドリンガムヨットクラブ所属。メ

ルボルン～ホバート，シドニー～ホバート，メルボル

ン～スタンレー（タスマニア)，メルボルン～デポン

ポート（タスマニア)等のレースに出場してきました。

NO83<SPANISHEYES>ウィリアム・ガーデン設

計12.80mケッチ1978年5月進水リチヤード・

ジヤラシウス＃8)，シヤーロット・コリンホール，71

（ニューサウスウェールズ州)スキッパーはこの8年間

に外洋で57,000マイル航海してきました。クルーもス

キッパーとともに,4,000マイルセーリングし，一番

最近の航海はオークランドーニューカレドニアーシド

二一でした。

NO.87<GINRUMMY>サウスコーストヨット設計
11.00mケッチ1981年進水マックス・マイアー《l)

(ヴィクトリア州)，クルー未定マイアー氏の航海経

験にはクルーとして西ドイツのブレーメンからカナリ

ア諸島と，オーストラリア，ブリスベンからグレート

ケッペル諸島までがあり，また，ブリスベンーグラッ

ドストーンレースに参加したこともあります。

NO.89<DANCINGSHOES>ブルース・ロバーツ設

計12.20mケッチ1985年11月進水ジョン・チャ

ンピオン&6)(ニューサウスウェールズ州)，クルー未定

NO90<MOONSTAR>CS.Y設計13.20mカッ

ター1971年進水ロッキー・ポノー62),キム・ボ

ノー(19)(西オーストラリア州)クルージング歴10年のス

キッパーと2年のクルーは南太平洋とインド洋を横断

した経験があります。

NO91<SUNCHASER>ジョン・ピュー設計1979

年5月進水イアン・ランデル(ニューサウスウェー

ルズ州)，クルー未定スキッパーは長距離航海の経

験として，シドニー～ロードハウェ島～シドニー～

パース往復と，シドニー～ホバート往復の2つの航海

があります。

NO.97<ANACONDA>アラン・ブキヤナン設計

16.00mスループ1972年進水トー・ウイルキンソ

ン63)，バリー・フイツシヤー@2)(ニューサウスウェー

ルズ州）2人の長距離航海の経験は，ニュージーラン

ドからロードハウェ島を経てオーストラリアまでの

800マイルです。

(16）

ニュージーランド

N0.9<ASTRALROSE>アラン・ママリー設計

15.25mスループ1973年進水グレアム・ケンドー

ルMO)不動産業，スタン・ピアソン28)ヨット建造業(ク

ライストチャーチ)スキッパーのケンドール氏は，こ

れまでにホノルル～ニュージーランド，ニュージーラ

ンド～オーストラリア，太平洋の島々へ10万マイルに

及ぶクルージングと5,000マイルのレース経験があり

ます。クルーのピアソン氏も|司様の豊かな外洋での

レース，クルージングの経験を持っています。

NO'15<REWARD>ジョン・リドガード設計

13.50mカッター1984年11月進水ジョン・リドガー

ド65)ヨット設計建設業，ヘザー・リドガード64)(オー

クランド市)スキッパーのジョン・リドガード氏は，

これまでにニュージーランド～ハワイの回航3回，シ

ドニー～ホバートレース6回，ホバートーオークラン

ドレース4回，オークランドースバレース4回，オー

クランド～ヌーメアレース4回，シドニー～ヌーメア

レース1回，タウランガーヴイラレース1回，オーク

ランドームールーラバレース1回，ニュージーランド

のノースアイランドー周ダブルハンドレース3回，そ

の他太平洋上の航海を数多く経験。今回のレースには

へ

へ
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ヘザー夫人と参加します。

NO.22<PECO>ポール・ホワイティング設計

14.46mカッター1984年11月進水ピーター・ジョ

ンソンM7),コリーン・ジョンソン《5)(オークランド市）

ニュージーランド沿岸部及び，トンガ～サモア～フィ

ジーへのクルージングに加えて，夫妻はフイジーのマ

ロリからバヌアツのヴィラヘのダブルハンドレースに

出場しました。

NO.29<TAITOA>フランシス・ハレチョフ設計

11.23mガフケッチ1976年進水ロバート・スワン

@4),レスリー・スワン69)(オークランド市)夫妻の艇海

経験は，1976年オークランド～トンガ往復3,000マイ

ル,1980年,1981年のオークランドからタヒチ，ハワ

イ，サンフランシスコ，シアトルを経てカナダに至っ

た12,000マイルです。

NO.30<GEMMA>ペリン設計15.98mカッター

1985年1月進水ゴードン・プラウトQo)会社役員，

ハーバート・ウィルソン64)(オークランド市)スキッ

パー，クルー共に，セーリングを愛し，かねてより出

場してみたかったタイプ.のレースであったためエント

リーを決めました。

NO.47<RAKOA>ジョン・リドガード設計12.40

mスルーフ1982年12月進水ダイソン・ギリバー

(55)，デラ・ギリバー61)(タウランガ)ラコアは，やはり，

ニュージーランドからこのレースに出場するジョン・

リドガード氏設計のヨットです。ダイソン氏はスキッ

パーとして太平洋を33,000マイルをセーリングし，イ

ギリスで行われているファーストネットレースに参加

したこともあります。クルーは主にニュージーランド

沿岸をセーリングしてきました。

NO.56<MAWINGO>デニス・ガンレー設計10．36

mカッター1980年11月進水ブライアン・ハンフ

リーズ69)自動車機械工，ルイ・スメット"ヨット建造

業(オークランド州）スキッパーのハンフリーズ氏の

ヨット歴は30年。1981年には夫人とオークランドー

フィジーーニューカレドニアーオークランドをクルー

ジング。レース経験としては，クルーのスメット氏と，

スメット氏の船で1985年にオークランドームールラバ

レースに出場して，クラス優勝しました。

のマララで1982年のフランスのトゥーロンを出発し，

スエズを抜け，インド洋のジブティ，モルジブ，スリ

ランカを経てリユニオン島に到着。1984年にはリユニ

オン島からオーストラリアのパースまで,いわゆる｢吠

える40度」の荒波を越えた経験があります。マララは

ポリネシア語で飛び魚の意味。

NO.43<LEMUTIN>マルセル・シユブレロ設計

12.80m1983年10月進水ジヤン・リェック・エス

フ･ラ@7),ダニエル・ルクール61)(ニューカレドニア

エントリーはフランス）2人は1,200マイルのシドニー

～ヌーメア（ニューカレドニア）レース等地元のレー

スに参加し，また南太平洋を1万マイルにわたってク

ルージングしています。

NO.53<THELEME>ジヤン・ルイ・ノワール設計

12.40mマストヘッドスループ1983年9月進水リ

シャール・デュフォー63)テレコミュニケーション技

師，フランソワーズ・マンジェ@8)秘書(フランス）ス

キッパーのデュフォー氏は小さい頃からヨットに親し

み，地中海でのレースに参加してきました。1983年に

クルーと2人で世界一周航海に出発し，スペイン，ポ

ルトガル，西インド諸島，ポリネシア，サモア，ニュー

ジーランドを経て，ニューカレドニアに到着し，その

航程の半分を終えています。

《
｝

日本

NO.24<TASAKISHINJUYATCHAN>バンデスタッ

ト設計11.00mマルコニースルーフ1986年9月進

水鍬方志郎67)，鍬方令子64)(兵庫県神戸市)35年余り

のヨット歴の中で，太平洋を渡る夢を叶えるため，ま

た亡くなったご長男がオセアニアに抱いていた夢を代

りに果たすためこのレースに出場します。

NO.31<S&BFRESHO2>ヤマハ35CSlO､42mス

ルーフ1983年内海昭雄@0)学生,内海俊雄(13学生(静

岡県清水市)これまでのエントリーの中で最年少のペ

アです｡1978年～1981年の間に,家族とともに31フィー

トのスループで，太平洋，大西洋を横断し，米国，メ

キシコ，パナマ，英国，ポルトガル，スペイン，ブラ

ジル等の国々を訪問してきました。スポンサーはエス

ビー食品。

NO.92<TSUTA>10.60mケッチ1963年11月進水

津田徹志66)，竹中哲次郎64)(山口県徳山市）

『~唾

一

フランス

NO.25<MEIGE>マルセル・シュブレロ設計13.00

mケッチ1984年8月進水アラン・デュラント@9)

(アンティーブ市)，クルー未定フランスからのエン

トリー第1号です。デュラント氏は1984年,85年にフ

ランスからサンフランシスコへ13,000マイルの航海を

経験しています。クルーは現在のところ未定。

NO.36<MARARA>クロード・ガユイサン，エマニュ

エルボード設計12,00mスループ1982年5月進

水クロード・ガュイサン61),(共同スキッパー)エマ

ニュエル・ボードゥノン@4)スキッパーとクルーは鋼製

イギリス

NO2<SULEIKA>ブルース・ロバーツ設計13.44

mカッターヘッドケッチ1984年進水スチュアー

ト・ドッド68)エンジニア,サリー・ドッド細経理士(西

サセックス州）ドッド氏は子供の頃からヨットに親し

み，ヨットを最上の趣味とし,1976年に大西洋を渡っ

て以来,1983年にもイギリス～デンマークを帆走して

います。サリー夫人もご主人と共に15年間のヨット歴

をもつヨットウーマンです。ドッド夫妻は昨年9月英

(17)
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国からメルボルンに向けて出港。10月にはフランス，

スペインを経てポルトガルをクルージング，その後カ

リブ海，パナマ運河を経て太平洋へというルートでメ

ルボルンへ向かうようです。

NO.23(ELEGANCE>G･スタデルⅢ設計14.63m

ケッチ1981年10月進水ジョン・ハンターM7),キヨ

ミ・ハンターMo)(サリー州)台湾で建造されたくエレガ

ンス〉は夫妻と2人の息子を乗せ，ホンコン，フィリ

ピン，パラオ，ニューギニア，オーストラリア，イン

ド洋を横断して，アフリカ，ブラジル，力リブ海，ヨー

ロッパを航海しました。航海距離は32,000マイル，こ

れから太平洋を横断し，オーストラリアへ向い，世界

一周を達成します。

NO.27<TIKITAS>スパークマン＆ステイーブンズ設

計13.10mスルーフ1970年進水ピーター・ハー

ナード#7)(デポン州)，クルー未定スキッパーは今回

の出場艇に乗り，ダブルハンドでギリシヤからカリブ

海へ，また同じくダブルハンドでパナマからオースト

ラリアへ航海した経験があります。

アメリカ

No6<ANDIAMom>ハーウッドSアイヴス設計

12.979mカッターハンスクリスチヤン43T1982

年8月進水スーザン・カーG9)法律家，アンデイー・

カー64)退役米海軍大佐(コロラド州)この6年間，ヨッ

トで生活をしながら5万マイル以上航海してきまし

た。1979年にはヨーロッパをクルージング,1982年に

は大西洋を横断，現在太平洋を横断中でニュージーラ

ンド付近をクルージングしています。エントリー艇は

スーザンがスキッパーを努めるくアンディアモⅢ>o

No84<MELusINEm>アイランズヨット社設計

11.20mスルーフ1970年進水ジョーガン・ホー

カー(36)，チヤーリー・スミス63)(アイダホ州)女性ス

キッパー，ホーカー氏はダブルハンドで8年間，フロ

リダ，カリブ海，！|'央アメリカ，南太平洋やニュージー

ランドをクルージング。クルーのチャーリーもやはり

イギリス，力リブ海，北・「|'央・南アメリカ，南太平

洋を広範閥にクルージングし，単独で大西洋横断の経

験もあります。

NO'93<CONCERTO>デッド・フッド設計14.87

mヨール1969年進水ビル・コルサースト(32),佐

藤優子@6)(テキサス州)スキッパーはシングルハンドま

たはダブルハンドで501000マイル以上の経験を持ち，

その''1で，アメリカのボストンからタヒチまでなどシ

ング､ルハンドで3回太平洋を渡っています。ダブルハ

ンドをタヒチからオーストラリアまでのセーリング経

験を持つクルーは少人数で10,000マイル以上クルージ

ングしてきました。

カナダﾃﾞﾝﾏｰｸオランダ

NO.58<COOKIECUTTER>ダグ・ピーターソン役

計11.00mカッター1981年8月進水ライル・

チェイス《8),キャロル・チェイス“(カナダブリティッ

シュコロンビア)夫妻は1975年から1976年にかけて，

43フィートのくコピーキヤット〉に乗り，カナダのバ

ンクーバーから南太平洋へ航海しました｡1983年6月，

今回の参加艇に乗り，再びバンクーバーを出発し，南

太平洋の島々を経て，現在オーストラリアのシドニー

に滞在しています。

NO34<JOSEPHINE>ジヤーマン・フレーズ設計

12.74mスループ1981年進水ワーナー・グラム60)

医師，インゲ・リセ・ステファンセンM6)弁護士(デン

マーク)夫妻のこれまでの航海距離10万マイルはすべ

てダブルハンドです。この中には，大西洋横断3回，

太平洋横断3回が含まれ，最長無寄港距離は5,300マ

イルです。また1981年にはシドニー～ホバートレース

に出場しました。

NO.68艇名未定アラン・ペイプ設計12.19mカッ

ター1979年進水ヤープ・テデイン・フアン・ベル

クホウトM2)(オランダアムステルダム),クルー未定

オランダから初のエントリーです。スキッパーはこれ

までに，オランダからポルトガル領アソレス諸島往復

をシングルハンドで，またオランダからスペイン，ス

コットランドのシェトランド諸島への航海をダブルハ

ンドで行ったことがあります。

(4)クラス分け未定

NO78<酒呑童子〉ジョー・アダムズ設計13.00m

スループ1986年12月進水ピーター・ブラウン62),

斉藤ミノル62)(東京都台東区)スキッパーのブラウン氏

は10年間，ショートハンドでタスマン海峡，バス海峡，

東オーストラリアの海を渡り，レースにも参加してき

ました。斉藤氏は日本国内を13年にわたってセーリン

グしてきました。

NO.82<FOREVERYOUNG>11.00m1985年12月

進水ボイド・スミス，ジョン・ハミルトン(オース

トラリアニューサウスウェールズ州)スキッパーのス

ミス氏の航海距離は50,000マイル。そのうち10,000マ

イルがレースです。クルーのハミルトン氏は10,000マ

イルの航海経験のうち700マイルをダブルハンドで

行っています。2人とも昨年の暮れのシドニー～ホ

バートレースに|||場していました。スミス氏はエント

リーNo49レネゲイドのスミス氏の子息です。

e*、

(18)
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7．カップ・トロフィー紹介

･YAMAHAOSAKACUP(優勝カップ．）

8．行事予定

クルーザーグループ，レー

サーグループクラスA及び

クラスBの優勝艇に贈られ

る。高さ45cm,重さ7.2kg・

南半球から赤道を超え，北

半球のゴールに向って走る

ヨット群がカップの周囲に

レリーフされている。

|M樅日 ｲーi
幸．
寺矛 会 場

511中hj■表彰式都ホテル大阪

ﾌｨﾆｿﾝｭした参加選手をはじめレー

ス関係者、ﾙﾙJ樹か蝿うフォーマルな表

膨式で、招待渦･に|股り参加できる。

主雌：YAMAHAOSAKACUP'87

推進協議会

5H2H(け～■第14凹全'111'1拍休職jiヨ"ノト競技大会北港ヨ‘ソトハーハ

5日(火）（予定）

全|玉IH論休職)iヨ･ソト連棚のディンギー

レースを実施する。（約40艇参加予定)あ

わせて'1､。!|1'､;:生の海上見学招待をおこ

なう予定。

主仙':：（財)11本ヨ･･,|､↑肋会

5〃5日㈹■YAMAHAOSAKACUP'87国際親善ヨ北挫ヨ"，トハーハ

ットし－尺ス全lfII'1楡休職質ヨ･ソト連盟の－

有志と、YAMAHAOSAKACUPメル

ボルン／大阪ダブルハンドヨ･ソトレース

1987の参加選手によるス＋イブ級の親善

ディンギーレースを実施する予定。

主催:大|坂Ilj役ji体育会ﾖｯﾄ部

511_l･.11j■帆船｢日本川｢伽fﾒL｣などの寄港要IiIlI大阪港内

~中11〕運輸省航概i311紳所の練榊乢船｢日本九｣や

｢海士加をはじめ､練料船｢青雲九｣など

6蟹の大阪奇i＆を要iIliしており、実現す

れば一般公開も検『J仲。

主|催：（社)大阪港振興協会

（社)j丘畿櫛'j#広報協会

5H1Ijlリ■YAMAHAOSAKACUP'87参1Ⅲ選手は北i‘ヨットハーハ

迎バーティレース関係者、到着した参加一

選手、ボランティアなと÷と、一般市民の

交流を凶るカジュアルなアウトドアハー

テイ。

ビジターの来場も歓迎します。

主催：YAMAHAOSAKACAP'87

推進協議会

5jl1|'1]j■オーストラリア・ヴィクトリア州展近欽r1.1Wi

YAMAHAOSAKACUPメルボルン／上本町Pi

大阪ダブルハンドヨ,ソトレース1987のス

タート地メルボルン描があるヴィクトリ

ア州の文化、物産、ファションなどを広

く展示紹介する企1曲1．

主雌：ヴィクトリア州実1j委員会

必要の#|股■参加選手観光ヅアー

フィニ"ノンュした参加選手のうち希･望-片

に対し、一般Iljltのボランティア・力．イ

ドによる奈良・京都の観光ツアーを実施

する‘

主催：大阪システマタイズ・グッドウィ

ル・力'イト“・クラブ

YAMAHAOSAKACUP'87

推進協畿会

,2,要の都度■参加選手ホームステイ近畿一Pl

‐フィニ･ソシュした参加選手のうち希望者

に対し、ボランティア団体の受け入でホ

ームステイを実施、低I際親善を図る。

主催：国際親篝ボランティアセンター

YAMAHAOSAKACUP'87推進協議会

，L

・2位トロフィー

各グループ，各クラスの2

位に贈られる。篭一

・3位トレイ

各グループ，各クラスの3

位に贈られる。

狭

・ファストホームカップ

参加全艇を通じ最初にフィ

ニッシュラインを越えた艇

に贈られる。高さ60cm,

重さ5.6kg・風とほほえむ
女神が表現されている。（

）

B

・記念メダル

因
完走艇のスキッパーとク

ルーに贈られる。直径6

cm，重さ130kg・表には

光琳風の荒波が，裏には本

レースのシンボルマークが

浮き彫りされています。材

質：銅製，金メッキ。

以上YAMAHAOSAKACUP'87推進協議会から

授与されるカップ°，トロフィーの他，協力団体からも

多数の賞や記念品が贈られる予定です。

(19)
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メルボルン 後援：大阪府

大阪商工会議所

財団法人大阪21世紀協会

財団法人日本海事広報協会

社団法人日本舟艇工業会

在大阪神戸アメリカ合衆国総領事館

英国総領事館

オーストラリア大使館

オーストラリア総領事館

オーストラリアヴィクトリア州政府

カナダ大使館

カナダ総領事館

デンマーク大使館

ニュージーランド大使館

オランダ大使館

関西日豪協会

｜
行附雌日 '|# △場云

3Ⅲl7H(火)～

21日(|:）

■日本文化週間

・展示部I1il

生花、苔1劃、Ⅱ本l1IIi，児戯絵画、'与真

なと’

・実演部門

華道、柴j直、11池など

主催：メルボルン港i鋤jIj，メルボルン市

■記者会見

レースのスタートにあたって、岐終参川1

選手ﾉ史び関jⅢ‘M1のう‘レス発表

主催：（社)日本外帆ﾉﾋ協会

サンドリンガムヨ,ソトクラブ

■艇長会議

ルールを中心に欠梨・海衆状態を含めた

参加全艇長に対する岐終‘猟明会

主偲：（社)日本外洋帆ﾉﾋ協会

サント'リンガムヨ･‘ノトクラブ

メルボルン

タウンホール

3jll9U(杣 メルボルン

ワールド

トレードセンター

メルボルン

ワールド

トレードセンター

桑

10．プレスセンターの設置について

唾①場所大阪市港湾局'階
大阪市港区築港2-8-24

Te1.06-572-5121

開設期間3月14日出～レース終了

※日曜・祝日を除く

開設時間9:00～17:00

②場所大阪北港ヨットハーハー

大阪市此花区常吉2丁目

Tel決定次第お知らせし

ます

開設期間4月20日(月)～5月15B(金）

（必要に応じて延長）

開設時間9:00～17:00

lメルボルン｜場所ワールドﾄﾚｰドｾﾝﾀｰ1階
WorldTradeCentre,

Melbourne, ViCtoria

3005

開設期間2月17日(火)～5月1日（金）

※土．日曜を除く

開設時間9：00～16:00(現地時間）

担当者MrJohnDickinson

Ms・RobynSwain

Mr・DougRussell

■公式バーテイ

現地関係者、協力閥･に対し、参加選手の

紹介をするフォーマルなハーテイで、招

待肯に限り参加できる。

主催：YAMAHAOSAKACUP'87

推進協蕊会

■クラブハーティ

参加選手ﾉ史びサポーター、'求峡などか''1

曲に襲うカジュアルなハーテイ。

主催：（社)H本外洋帆ﾉｾ協会

メルボルン

メンチーズアト

リアルトホテル

3jl20H㈱ サンドリンガム

ヨ･ソトクラブ

(社)日本外

サンドリン

9．実施団体・協力・協賛・後援一覧

企画：大阪市

主催：社団法人日本外洋帆走協会

主催協力：サンドリンガムヨットクラブ

タイトルスポンサー：ヤマハ発動機株式会社

協力：メルボルン市

メルボルン港湾局

メルボルン日本人商工会議所

メルボルン日本人会

スローカム協会

社団法人大阪港振興協会

大阪S.GGクラブ

｜到際親善ボランティアセンター

日本貿易振興会(JETRO)

財団法人日本ヨット協会

協賛：東洋通信機株式会社

カンタスオーストラリア航空会社

株式会社都ホテル大阪

サントリー株式会社

日本コンベンションサービス株式会社

株式会社角川吉店

NEC

へ

11．プレスセンターでの情報提供

3月21日出のスタート以降，アルゴスシステムによ

り得られる全ての情報をお伝えすることができ，備え

付けのPC(パソコン）端末機により，必要な情報の

みを取り州してご利用いただくことができます｡また，

週報を発行します。

■PCで得られる情報（予定）

l.YAMAHAOSAKACUPメルボルン/大阪

ダブルハンドヨットﾚｰｽ1987ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ

(20）
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12．プレスセンター利用案内

各プレスセンターのご利用に際しては,YAMAHA

OSAKACUP'87推進協議会が発行する“記者章”を

提示してください。

PC端末機をはじめ，電話やFAXなど自由にお使

いいただくことができます。

〔記者章のお渡しについて〕

別添の葉書にて，2月14日出までにお申し込みいただ

ければ，取材要領とあわせて送付いたします。

レースの概要をはじめ，大阪・メルボルンの街や港

についてまた，レースコースの解説，見どころに加え，

アルゴスシステムの解説が得られます。

2．ヨットとは何？ヨットレースとはどんなもの？

ヨットレースとは何か？世界の大きなレースは？

そしてヨットの種類や歴史についての情報が得られま

す。

3．エントリーリスト

グルーフ°別，クラス別，国別の参加艇リストや，参

加選手のう°ロフィールなどが得られます。

4．参加艇の動静

全艇の位置図をはじめ，海域ごとの位置図やクラス

別や国の順位図，順位表が得られます。

5．気象・海象データ

全体の天気図をはじめ，レース期間中の気象概況，

レースコース局部の予想天気図などが得られます。

6．フィニッシュ予想

各艇のフィニッシュ予想日や，トップ艇のう°ロ

フィールなどが得られます。

7．到着状況

全体，グループ別，クラス別，国別の到着艇一覧表

が得られます。

8．関連行事

メルボルンや大阪での関連行事の紹介が得られま

す。

ただし,ﾒﾙポﾙﾝのブﾚｽｾﾝﾀｰにおいては,一

部提供情報のメニューが異ります。

13．プレスセンター開設前，閉鎖後の問い合せ

函大阪市港湾局振興課
大阪市港区築港2-8-24

Tel:06-572-5121

担当者中井貞幸,大谷昌弘,山岡真澄

|メルボルン｜メルボルン港湾局(PortofMelboume
Authority)

WorldTradeCentre,Melbourne，

Victoria3005

Tel:03-611-1681Tlx:AA34211

Fax:03-611-1905

担当者MrJohnDickinson/Ms.

RobynSwain

ｻﾝドﾘﾝがﾑヨットクラブ

(SandringhamYachtClub)

JettyRoad,Sandringham,Victoria
3191

α■

一戸

★アルゴスシステムを採用★

YAMAHAOSAKACUPでは，参加ヨットの追跡

手段として，アルゴスシステムと呼ばれる人工衛星を

使った位置確認システムが使用されます。

フランスと，アメリカの共同開発によるこのシステ

ムは，物体の位置確認や気象・海象のデータを収集す

るために使われています。このシステムの最大の特徴

は，システム利用者の端末送信機の位置が地球上の全

域で確認できることです。本来の使用目的に加えて，

近年，欧米諸国では，気象・海象データの収集と捜索

救難を兼ねて，端末送信機をヨットに積み，外洋レー

スにも盛んに利用されています。

収集したデータを周期的に送信する端末送信機を

PTTと呼び,32チャンネルまでのデータを送信する

ことが可能です。YAMAHAOSAKACUPでは,2

チャンネルー気象・海象データの収集にlチャンネ

ル，緊急事態用に1チャンネルーが使われます。

PTTの位置は，送信周波数のドッフ°ラー偏移量から

計算されます。アメリカの気象衛星に受信された

PTTからのデータは衛星メモリーに蓄積され，地上

テレメトリーステーションに収集されます。フランス

で処理された後，データは衛星が受信してから，3～

6時間以内にシステム利用者のもとへ送られます。

YAMAHAOSAKACUPでは，オフイシャルサフ･

ライヤーである東洋通信機株式会社（トヨコム）のご

好意により，アルゴス用端末送信機が参加艇に提供さ

れ，レース経過についてホットな情報を皆さんにお届

けすることになっています。尚，“アルゴス”とは，

100の眼を持つといわれるギリシャ神話の怪物です。

一
）

Iアルコシスシテム桐成図
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Tel:03-598-7444Fax:03-598-8109

担当者Mr.DougRussell

ボードを使って入力します。

BBSには，パソコン＋デイスプレイ，音響カブ°ラ

かモデム，電話，それにパソコン通信用ソフトを用意

し,BBSの会員になれば（無料・有料）誰でも簡単

にアクセスすることができます。

BBSはアメリカではすでに3000以上もあると言わ

れていますが，その多くはクラブや自治体などのネッ

トワーキングの道具として使われています。

日本では50～60のBBSが開設されているようです。

14．スタート時の現地取材について

3月21日(土)のメルボルン港スタートの海上取材につ

いては,現地にて共同取材船の運航を計画しています。

乗船定員の都合上，別添の葉書にて事前にお申しこ

みくださるようお願いします。

なお，独自に航空機やボートのチャーターを希望さ

れる場合はメルボルン側で予約を代行してくれること

になっています。この場合，まとめて申し込みますの

で，別添の葉書にて2月14日(1:)までにお申しこみくだ

さるようお願いします。

また，現地取材に関わる航空券の手配やホテル予約

は下記でお手伝いできます。

☆株式会社ジヤパングレイス

営業企画部野田・窪HI

〒150束京都渋谷区2-11-13松田ピル

Tel:03-406-0006Fax:03-406-6779

BBSホスト局

●電イー掲示板

●'迩二l'･メール

●各椰情報etc
へ
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☆近畿R本ツーリスト株式会社

大阪海外旅行支店清座・朝井・渡辺・小沢

〒530大阪市北区曽根崎2-ll-8日興ピル

Tel:06-313-6811Fax:06-313-6858

BBSにアクセスするために必要な装置

l)パソコン＋ディスプレイ

RS-232Cインターフェイスを装備しているか，オ

プションで増設できること。

2）電話

モデムとして音禅カプラを用いるときは,600型（通

称黒電話)，専用のモデム装置を使うときは，電話器

と回線がモジュラ式になっていること。

3）モデム装置

パソコンからのデジタル信号を，電話回線で伝送で

きるアナログ信号に変換（変調）したり，その逆変換

（複調）をする装置。

4)RS-232Cケーブル

パソコンとモデム装置を接続するためのケーブル。

5）パソコン通信用ソフト（ターミナルソフト）

パソコン通信をより簡単・便利にI|-|来るソフト。

レース情報をサービスするBBS

15．一般広報活動について

①広報コーナーの設證

大阪｢|j内（大阪市役所他3カ所予定）に参加艇の位

間表示パネルとあわせ,PC端末・モニターテレビを

設|尚，アルゴスシステムにより得られる情報を画i面に

送ります。

②BBS(ブレティン・ボード・システム）による怖

紺提供

｜|本全|玉lにアクセスポイントを持つBBSにヨット

レース情報を昭*1162年3川2111からレース終了llまで

提供する予定です。

BBSの概要

一

｜略称BBS正式名は「ブレティン・ボード･システ

ム」と呼ばれ竜j'伝言板と1沢されています。

これはその御11からもわかるように，大学のキャン

パスや，駅にある伝i1.IIX,川のlml覧板と'百lじものを，

',lii椚とコンピュータを使って災現したものです。

血侭機能を付加したコンピュータの｢|'に伝言板をつ

くり、パ､ノコンでアクセスして，情報を検索したり伝

言がインプットlll来る，みんなの連絡場所にしてしま

おうというものです。

’怖州を書き込む場合や槐すときには，パソコンを',u

,椚につないでBBSのホストコンピュータにアクセス

します。

BBSの'|'にはいくつかのカテゴリーに分かれてい

るので，その『'1から必要なものを選びパソコンのキー

NECが主宰するPC-VANを予定しています。

その他のBBSにも協力を要請する予定。

レース情報をサービスするBBSが決定すればリス

トを配布します。

③その他

市民参加による関連行事の実施や，市内各所への

ニュースの掲示など多くの機会を得て，ヨットレース

の状況をお伝えしま-す。

(22）



昭和62年2月15日第143号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

フィニッシュ海域

大阪ｲ“ﾖ.ｿﾄﾊー パー

フイニッシュ海域(ﾒ灰j略ヨフ}ソ

北緯34度39,3分を中心とする
東経135度22,C分

大阪

《
」

淡路

－一

<々グ
ホ

マ

尚

士

YAMAHA()SAKA(兀P1987

日本参加艇回航／船橦スケジユール 1987年1月17日
r“’

11''1 易ノルボルン剣jri-f>iill|''IWILIﾊﾄ,'1 川航11 ,ill航塒liji州｝ 71

明.ｲ|シドニ|ﾉﾄ勢祢マリーナl''l;IL 1987．1．25－3］1．ベンガル11 1986．11．15

‘ルホルンーホバートレース||}場IMijiW.il,'! 1986．12．151986．11．303．オイ’

《
）

li'11111'11'i･:111.ilfll",'l',

IW'lifili'ili,'j水准

|''li'i5．カナーン 1986．10．150800

1987.2jjj< 1．16ラバrﾗﾙ§ﾘｲ『1|'IIM1986．12．14
一
丁． オケラ

局

1.16ヌーメアゴillｲI'i火|脱港北港''|航 1987．2．208．ハー|、オフ．グリコ 1986．10，261]00

現ｨi:ラバウノL|''｜航 "11Iil'111'｣!峠加 1987．2．20上''11986．12．7110024．タ件劣ン”'ニヤ，千を-ン

1．16カダルカナルIｻ:j{,1･jIIIIIIIIt 淡輪ヨ．，1－ハーハー 1987．2．2026コウハくゴーフル 1986．12．141100

IⅡ湫ll1#ILI､.i1!:1&II'I航 1987．2．2828．アルビレオII 1986．12．270800

in｛･lli21．」力1W|:艇 1987，2i･疋

クルー1．13メルホ．ルン到ｲ『I冊｛･Lli
一
ｈ
〈

・
巴
ノ
ー

１
０
１
ゴー 1987，1．12〕1．s＆B‐プレ”,j／ユ()2

4．しゞ人かめⅦI

1986．12，20

#lili''! 収附く

堺fll,|ルハーハー

1987．1．281冤疋1987．1．13

1987.211ｲ<311ﾉIj 1.18グァムIIIM38．セイラ ''1i航 1986．12．140800

樅；1'1f'（''1｜＄I'L 1987．1．231謬疋39．ドクターラハ／I

7ルー1.20ul.iメルボルン到4ｲ11987.1'|11'j船{L'，44．ア!ワアキニー！ アンーマー

艇は､オースI－ラリアてチヘーター57．′1,||i艇 千土

/I･ナープ.k弓l順60．ズー

ン七・ハンーグァムレースl1リルl''l$'t
ケ.‐－－．ノ
／ﾉ÷､69．つばくろ 1987．1．1急だ

1987.2,ljﾉj1リf定だ1987．1．114< 〃!!',､際M｢i1･11172．iliリ'1

78．洲作'､i''il ｲ'ず－がうり苧

75.lif!1宏艇、92．1:］、94.ドンシ・ユ、98.-7シ÷111は、網i里

(23）



昭和62年2月15日第143号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

篭場蓋溌蕊錘蕊謹謹託ジI

堀江謙一氏48歳兵庫県芦屋市在住

ヨット冒険家

（主な経歴）

1962年マーメイド号で単独太平洋横断

1974年マーメイドⅢ号で西回り単独無寄港世界一周

1982年世界初縦回り単独世界一周

1985年ソーラーポートでハワイ／日本海航海

（寄せられたメッセージ）

90艇にものぼるエントリー。またその大半が海外艇

ということで，海外のヨットマンに逢えるのを楽しみ

にしています。

できれば上位入賞したい。

小田義秀氏41歳兵庫県神戸市在住

会社員

（主な経歴）

1975年沖縄海洋博記念太平洋横断シングルハンドヨッ

トレース

1977年大西洋横断

1978年シドニー／ホバートレース

1981年ポートピア記念太平洋横断シングルハンドヨッ

トレース

1982年香港／マニラレース

（寄せられたメッセージ）

三月秋，樹々のいろづくメルボルンを後にし，赤道

で灼熱の夏を通過，花咲き縁溢れる春に大阪へ，季節

を逆に体験する世界初，第一回目の縦断ヨットレース

であり，世界の強豪が多数参加するこのレースに多く

の友人，知人のご協力と理解ある会社の首脳陣により

参加できることを心より感謝しています。この意に答

えるべく最善を尽くしレースを完遂するものです。

へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへハヘ

ｰレーン曹酉曹曹当習酉酉曹一曹曹当シンンシーシンンンシンシンンシシシシシンシシシン菅…………背晋一

貴方の"口ランC"受信機は使えない!!

NORC通信委員会
、へへへへへへへへへへヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘーへへへへへへへへへ

レンジジーマレレンー曹曹当シンン曹当シシンンシンシ＝

①ロランC9970-Z送信局は1987年春Yap烏から②この移転に先立ち，硫黄島の9970-M局が昭和62年
Guam島へ移転.／2月13日00:00UTCから3月31B07:00UTCの

米国コーストガードが運営しているロランC問停止します。この停止によって本州周辺海上のロ

9970-Z送信局は1987年春Yap島からGuam島へ移ランCシステムによる船位測定は出来無いでしよ

転するとの情報がコーストガードから発表されましう。又，停止・移転などの理由についても米国民の

た。正確な日時は不明です。この移転によって現在税金による軍事施設の一部ですので一切不明です。

貴方の艇に搭載しているロランC受信機では，硫黄日本周辺海域のロランシステムについて問合せ先

島から南で緯度・経度指示が得られません。この対Commander，CoastGuardFarEastSec-

策として米国コーストガードから発表されるデーtionAPOSanFrancisco96328Tel225-8405で

ターを基準に作られた自動計算機能のプログラムをす。今シーズンのレースは，セキスタントのレンズ

変更した新CPUに，買い求めたメーカーで組み替研いての天文・地文航法かデッカ，オメガなど又他

えて貰う事が必要になります。艇より一足先に新う°ログラムのCPUを入手して，
新しいCPUの取り替えなどに就いては各メー電子帆船で闘うかは貴方の艇の問題ですね。

カーにお問合わせして下さい。現在のロランC9970チエンのINFORMATIONは

下記の通りです。時間差測定など機器調整に御利用下

さい。新しいロランチエンではありません念のため。

9970NorthwestPacific

Station EmissionCodingPower WGS-72Coordinates

DelayDelayinKW

M-IwoJima,Japan 24｡48'03.6''Nl41｡19'30.3"E

W-Marcusls,Japan 15283.9811000180024｡17'07.9"N153｡58'53.2'′E

X-Hokkaido,Japan36685.1730000100042｡44'37.1"N143｡43'09.2"E

Y-Gesashi,Japan 59463.2955000100026｡36'25.0"N128｡08'56.4"E

Z-Yap,USTrust80746.757500010009．32'45.8"N138｡09'55.0"E

Monitor-Yokota,Japan 35．44′34．6'′N139｡21'41.3"E

Monitor-Changsan,Korea 35．11'27.0''N129｡08'48.0"E

Monitor-GuamlSUSAl3｡35'19.8"N144｡50'24．6″E
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■第3回目もとにかく終わった。

〈摩利支天〉によるコースレコードの更新，失礼き

わまる予断と偏見を持ってたことを，恥入らなくては

ならない，〈ダーマⅡ〉の快走など，素晴らしい収穫

も見た。だが，エントリーが5艇だったところが，や

はり淋しくて，せっかくの素晴しい収穫もプラスマイ

ナスでちよんにされるかもしれず，ひと仕事を終えた

わりには，スッキリしてない。

その他,参加は5艇といえども，スケールはインター

ナショナルレースであって，それ故のハブ．ニングにも

幾つか遭遇し，こちらサイドからのダメージも，まだ

幾分かは残っている。

今回は図らずもコミッティを務めたけれども，当方

は第1回と第2回はクルーとして参加していて，この

イベントへの個人的な思い入れは，おそらく人一倍激

しく，だから反動も人一倍に強くて必要以上に感じて

いるのかもしれない。

もっとも，シコリの質は実行委員会やコミッティサ

イドで解決が可能だったものと，そうではないものと

に区別は出来て，たとえば，今回に限って，ファース

トホームトロフィが欠落して，それもセレモニーの土

壇場まで気付かずにいたのは，今回の運営サイドがも

たらした大失態に他ならないが，参加艇数を巡る諸問

題は，実行委員会やコミッティなどの運営サイドだけ

で片づく問題ではない。われわれは参加しやすい環境

をつくることに，せい－杯に務めるのがせいぜいで．

ゆきつくところはNORC全体に関わるところだと思

う。

そこで，当方のやや反応過剰な症状の間に，運営サ

イドの反省点の総渡えはもちろん，あちこちへの注文

も考えてみたい。なお，コミッティサイドはこちらに

戻って早々に,あたりまえのことだが反省会を開いた。

出掛ける前のミーテイングとは異なり，事後の話は，

これまたあたりまえだが,なにもかもはっきり判って，

内容はきわめて濃かった。でも見解が別れたものも

残った。近々に次回へ向っての，エージェントを念め

た会合も予定されている。そしてこの会合で何かは決

まるだろうが，望まれる全部に答えが出るとは期待し

てない。

全員一致は民主主義に反する，とかのセリフがひと

ころ流行したような記憶があるが，安易なコンセンサ

スを頭から疑がう，骨太の精神が伺えて，今もって耳

さわりは悪くないと思っている。したがって，以下は

。ミッテイサイドの，決して総意ではない。

■参加艇数の多寡に振り回されて

今となって悔やむのは，このレースの独自とすると

ころを，思ってたほどには理解していなかったという

ことに尽きる。当方は，最初にこの企画が生まれた頃

から付き合っていて，それだけに多少は舞い上がって

いたかもしれず，なおさらである。

グァムまでのレースはほんとうに素晴らしい。すで

にあちこちで述べたことだが，真冬の日本から異国の

常夏の島へ一路。スタート直後は生半可でない試練に

耐えなくてはならないが，これをパスすれば，あとは

一日の航程で1ケ月の季節が返り過ぎる，夢航海とな

る。夜空にはオリオンが終夜輝き，コースの中途から

は,南半球の王者カノプスも次第に高度を上げてきて，

やがては南十字星も捉えられる｡新聞もテレビもなく，

もちろん電話も鳴らない，この自然の刻々たる歩みの

中だけで，シーマンシップとナビゲーションの技術が

問われるのだ。

そしてわれわれは，この南の島への航海を決して冒

険ではなく実現させる，ハードとソフトをすでに獲得

しているのである。

さらに，これを逐げるのに必要な期間は年末年始に

掛かるおよそ10日間前後。それほどの無理難題な期間

ではない。

だからこのようなレースを,NORCの現状の中で

どのように位置付けるか，あと一歩か二歩詰め寄って

いれば，参〃ll艇数に対するこだわりを，あそこまで持

たずにすんだかと思うのである。

トランスパックレースの第1回は，参加3艇で始

まった。1906年のことである。そして参加艇数がふた

桁の12艇に達したのは1934年。この間第一次世界大戦

のブランクがあるけれども,実に28年間も要している。

これが今や，み桁のフリートに迫まる勢いを見せてい

餌■

ー
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）
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る。

われわれはこの確固たるポリシーに学ぶのに不用意

だった。企画のポリシーに自負があるのならば，参加

が5艇だろうが10艇だろうが，たとえ2艇であろうと

も，頑迷に開催する気概が必要だったのだ。

このところが，ステアリングセクションのまずはの

反省点。そしてこの至らなさが，次のようなアクショ

ンをも呼んだ。

■気概が足りなかった

グァムレースは,NORCの経理から必要経費の持

ち出しが認められていない。それ故に，現在の運営の

システムではスポンサーが存在しなければ開催が出来

ない。幸いにも，前回からコンチネンタル・ミクロネ

シア航空という，願ってもないところからの後援がい

ただけて，合わせてグァム政府観光局やシーボニアの

協力も得て，イベントは可能になっている。したがっ

て当然，われわれはこちらに戻って直ぐさま，このス

ポンサーサイドに出向き,報告かたがたお礼を述べた。

だがここまではあたりまえなのだけれども，エント

リーが5艇という数が明らかになったとき，その多寡

にうろたえを隠せず，スポンサーのもとへ走ってしま

い，今となっては，あれは意気地がなかったきらいが

濃厚で，残念に思わさるを得ないのである。

前述したようなポリシーがあれば，参加艇数そのも

のに怯えることもなく，スポンサーサイドもそれを認

めてくれた気がする。聞くところによると，企画の段

階での今回は15～6艇の参加が期待出来るのではない

かとの，まったくの希望的観測でしかない数が，希望

的観測という但し書きが抜けて，スポンサーに伝わっ

たという話もあり，これが事実だとすると，これはま

た次元が異なる運営サイドの汚点になりかねない。

ともかく，話は一人歩きしてニュアンスが変わると

いう教訓を含め，あの7､クションの前後は，反省する

ところ大である。

■理想的なシステムとは

現地でのフィニッシュ業務には，こちらから要員が

渡航しそれを坦いでいるが，これからも現行のままで

よいものなのか，そろそろながらも疑問が否めない。

鳥羽パールレースは，いうまでもなく前夜祭とス

タートを東海支部が担当し，フィニッシュとアフタ

パーテイが関東支部に委ねられている。前述のトラン

スパックレースにしても同様なケースである。

せっかくの航海であるからには，見送る側と歓迎す

る側とのカラーが違えば違うほど，それに越した事は

ない。スタート時の耐寒完全武装姿が短パンTシャツ

に変わっただけで，同じ顔振れがヤァヤァと現われる

のは，おそらくシラケさせているに違いないと，気に

病んでいる。

冗談はさておいて，第3回目を終えたからには，も

うこのあたりに明確なビジョンを持ちたいと思う。

現地マリアナスヨットクラブの方々は，みな暖かく

親切このうえもないのだが，組織化された機能の面と

なると，これがよく判らない。

本来のクラブライフとは，自主的でそれでいて偶然

のような集いこそが理想らしく，いくら共通の目的を

抱えるからとはいえ，個人にパートとしての機能を求

めるなどは，似ての外らしい。この意味ではマリアナ

スヨットクラブは真のアナーキーの至上のクラブかも

しれない。といって困るときはやはり困ってしまいジ

レンマに悩まされて，そこでもういっそのこと，多少

の何かは承知のうえで，一度すべてをお願いしてみた

らと思う。

失礼にあたるかもしれないけれども，最悪の場合，

ファーストホーム艇はフィニッシュタイムを自己申告

して，その後はこの艇がコミッティポートを務めるな

どの，フォローの方法をあらかじめ考えておけば，充

分に可能なのではないかと思える。

今回,コミッティは3名を一組として三組を編成し，

フィニッシュは二組6名で迎えるローテーションを考

え，計9名が現地の渡ったが，要領にさほどの悪さを

覚えないのにもかかわらず,忙しかった｡ローテーショ

ンは崩れ，一度だけだが過半数が24時間勤務を余儀な

くされたほどだった。

何しろこちらでの場合のように，フォグホーンを鳴

らしタイムを記録し，あと申告書などを受け取って

OK,ではない。これらの通常の業務の他に，海上勤

務員は，まず冷い飲物を差し入れ，それから指定され

たブイのころまで艇を誘導し紡いを手伝い，その後，

必要に応じたカストマーの送り迎えが入って，最後に

クルーを上陸させ，ここでようやくワンサイクルの義

務が終わるのである。陸勤も決して楽ではない。カス

トマーの呼び出しとその応待も大変で，クルーをホテ

ルまで送るのも忘れてはならず，その他電話がジャン

ジヤン騒いでも処理出来るのは限られる人であり，そ

の人はそれにだけに追われるという，ともかく異国で

の，それも地の利もよくない，それにポンツーンもな

い，岸の利も欠けているところで，プラスアルファを

抱えての仕事であったのだ。

この点だけに限れば，われながらまったく勝手で

フイニッシュが5艇ですんだのがまことにありがた

く，希望的観測の15～6艇の参加が実現していたら，

コミッティサイドの修羅場が必至,それがどの程度か，

考えたくもないほどである。

以上のような状況も，現地にバトンタッチが可能と

なれば，ガラリと変わるのではないかと思う。コミッ

ティ要員に必要な経費も決して少なくなく，それでい

てそれぞれは何か必要以上に苦労している感じで，す

でにそろそろという悠長なレベルの課題ではないかも

しれない。

■すわ抗議でも含むところは永遠の課題で

オフィシャルな形では表面に浮ばなかったけれど

も，〈摩利支天〉のあまりの早さに，それもファース

一

へ
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開いていただいて，文句のいえる筋はまったくない

のだけれども，こちらはビニタイルの会議室の仕切り

を外したような場所で，椅子も会議室に似合いの折り

畳みパイプ°だった。敷き占められた絨毯のうえでゆっ

たりした藤椅子にもたれ，手にするワイングラスには

テーブルのキャンドルの灯りが妖しく映えて，などい

う瞥沢を一度でも味合ってしまうと，やはり身体のど

こかがうずいてしまう。

それに，前夜祭のパーティでシーポニアが出血を厭

わずに提供されたメニューが，これが素晴し<，列記

してみると，鰯のマリネ，鮪のタンタルステーキ，鮪

のスモーク，地ダコのマリネ，鯛の生き造り，ブイヤ

ベース，ムール貝のカレー風味，生ハム，鯛雑炊，南

赤座海老のサラダ，仔午のテリーヌ，その他フルーツ

各種山儲り，飲物は，ビール，日本酒，ウイスキー，

ワイン，ソフトドリンクと，お好み次第，そのうえこ

れらのテーブル以外に，焼き鳥屋さんと海老のシュー

マイ屋さん，もうひとつが本格的せいろ使用の帆立貝

入りのおこわ屋さんという，模擬店が三軒も並んで，

失礼なのを承知でいえば，思っても見なかった最大級

の豪華さだったのである。

だから，前夜祭がこれほどの内容なら，向うに渡っ

てあのヒルトッフ°でのパーテイはさぞかしと，この伏

線があっただけに，期待通りではなかったショックは

なおさらだったといえる。

今I同|のタイミングの悪さは，たまたまの不運と思い

たく，次[p1はふたたび，あのゆったりとした優雅なひ

とときに，何とかまた出会いたい。ひとり個人の思い

込みかもしれないが，丘の上のガバメントハウスでの

表彰式はもうグァムレースの看板のひとつなのだ。

■臨気応変には程遠かった数々

前述したように，公称1331マイルのロングレースに

もかかわらず，ファーストホームトロフィがなかった。

このまったくの初歩的なミスが何故生じたのか。本

来ならば手にしたはずのオーナーからの，関係者の思

考の根底に，大きい艇は早くてあたりまえという意識

が強く，大きい艇をそのポテンシャルにふさわしく走

らせたクルーの努力を軽視しているからに他ならな

い。如何に失念したからとはいえ，総合優勝のカップ

を忘れるはずがないのだから，という言葉の通りで，

運営サイドはひたすら頭を垂れるしかない。

それにしても，物理的に連搬が間に合いませんでし

た，本日のところは目録をもってそれに代えさせてい

ただきます。などという気転もまったく利かなくて，

ここも非常に悔しい。

その他，〈ダーマⅡ〉に敢闘賞をぜひと思ったのだ

けれども，これも思っただけで臨機応変な具体策はと

れなかった。

現地でのセレモニーは,NORC事務局の担当者，

実行委員会,コミッテイ，メインスポンサーのエージェ

ント，グァム政府観光局ﾘ現地スポンサーサイドの関

トホームは然りとしても,ハンデキャッブ修正後でも，

ぶつちぎりの優勝に，一部の艇から決して穏やかでな

い発言が出たと聞いた｡伝聞に接するたびに,青くなっ

たり赤くなったりするほどの，感受性を，とうに失っ

ている当方だが，クルーザーレーテイング委員会のメ

ンバーでもある当方としては，聞き流せなかった。悪

い噂でも，世論のひとつである。そこでまず,IOR

のレーテイングに基づいたレース結果を算出してみ

た。でもこれでも，〈摩利支天〉のぶつちぎり優勝の，

その率はたしかに低下したものの，〈摩利支天〉はま

だ余裕たっぷりで勝利していた。たとえIORの計算

でもって優勝の行方が変わったとしても，このレース

ではクルーザーレーティング適用を最初からlﾘl記して

いて，このレースに関しては何の問題も生れい。問題

があるとしたらそれは今後の課題に過ぎない。だから

クルーザーレーティングでもIORでも，そのどちら

を適用しても順位の結果が同じなら，一部の艇の発言

を支えた根拠はいったい何なのか，まったく見当も付

かず，ただ困ってしまう。

まさか，海外のイベント参加のために国内ではダブ

ル計測を受け，さらに先方のメジャラーによるきびし

いチェックをパスした，〈犀利支天〉の計測値そのも

のを疑っているとは考えられず，他に何が残るのか，

ますます判らない。

ともあれ，誰もが満足する絶対に正しく公平なハン

デキャッフ．システムは，今もないし，人々はそれを求

めての努力は重ねるだろうが，今後も現われるわけが

ない。IMSにしても素晴しいシステムのようだが，

現行の類に比較した話であって,IMSでも，わずか

なポジションの違いにもかかわらず，風に恵まれた艇

と恵まれなかった艇との差は，救えない。

今回はく摩利支天〉にとって，絶好のコンデション

だったからの結果であって，もし前II1のように南風が

吹きつのった状況ならば，それこそ結果は変わったか

もしれず，このように考えた方が妥当と思うのだが，

というところで，次の問題。

■まったく残念だったこと

グァムのガバメントハウスは眺望の素晴しい小商い

丘のうえにある。そして建物はまさに楠民地の領事館

を祐佛させる，満価なただすまいを見せている。イン

テリアももちろんシックで，十九世紀を舞台にした大

人の恋の物語の背影は，かくあったというような零朋

気である。

第1回目の表彰式は，このガバメントハウスで樅さ

れ，すごく感激した。第2I可目もそうで，今|'1もそれ

を信じて疑わず，秘かな楽しみにしていたのだが，と

ころが違ってしまったのである。あたらしい州知事が

誕生したという政変の，とばっちりというとはなはだ

しく勝手だが，ともかくその結果，ガバメントハウス

が改装中とかで使えず，新築された公会厳のようなと

ころが会場だった。

r~司
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係者，マリアナスヨットクラブの代表，その他etc，

etc,で成立していて，コミュニケイションの問題から，

とどのつまりは責任の所在が暖昧になったとも考えら

れる。

次回はこのレベルでの醜態を繰り返さないように，

せめてしっかりと申し送りしたい。

以上が主だった反省点である。

この種の仕事はパーフェクトに完遂出来てあたりま

えという，はなはだしく割りの合わないのを大前提と

していて，これは百も承知だったのだが，今回はどう

やら一方的に弁解の余地のないミスが目立ってしまっ

た。

なお,最後になったけれども，ステアリングセクショ

ンはいささかミスったけれども，コミッテイのメン

バーは大奮闘してくれた。

石井竹彦，児玉万平両巨頭以下，スタッフの，留学

のキャリアも持つ抜群の語学力で，窓口業務をフォ

ローしてくれた坂東美枝子さん．荷物運搬人兼送迎車

運転手など，ことあるごとの雑用を黙々と片付けてく

れた，新井俊|ｻIぐんと伊藤望くん，後半，コミッティ

ボードがエンジントラブルから使えなくなり，やむを

えずに，昼夜を問わず導標のブイによじのぼり，フイ

ニッシュのワッチを務めた最前線実動部隊の，市川徹

くん，長谷川浩史くん，木庭康くん，ボランテイアの

参加ながらも，優しい配慮でもって何かと助けてくれ

た，里吉美恵子さん，そして黒柳徹子も顔色を失いか

ねない，頭と舌のおどろくべき回転で周囲をいつも明

るくしてくれた，正木京子さん，これらの各氏なしで

は，いうまでもなく今回のグァムレースコミッティは

成立しなかった。

ご苦労さんでした。それからどうもありがとう。

以上をもって，とりあえず第3回目の，コミッティ

報告の代わりとさせていただく。

､/“/麺/エ/麺/麺/麺/亜'丞/錘/壷/“/醒/麺/麺/錘/“/錘/“/麺/錘'配/誰/錘/亜/錘/亜/錘/錘/錘/麺/麺,“/垂/“/“/麺/“/麺/麺/エ/エ/“/錘/壷/錘，

第三回ジャパングァムレースクルーリスト
､/麺/エ/エ/錘/麺/“/エ/麺/錘/壷,“/錘/麺/韮/錘/麺/錘,“/錘/錘/エ/錘/エ/“/錘/“/錘/錘/亜/錘/錘/錘/錘/エ/“/“/錘/錘/錘/錘/エ/“/亜/錘/錘，

<つばくろ〉

(Y-34)

オーナー/幸村至峻

<DHARMAn>

（フジ-45）

オーナー/五島徳雄

<KITTY>

(Y-42)

オーナー/山内広光

スキッパー/幸村至峻

クルー/川本義英

小黒一郎

岡田敏久

磯野辰成

岩瀬雅彦

座間一郎

笠原教幸

スキッパー/安原達朗

クルー/江原茂雄

喜多持道男

葛西久元

飯塚修弘

五島徳雄

五烏洋

花井司郎

磯部啓子

森郁世子

スキッパー/山内広光

クルー/西浦正康

上阪和功

阿部貴吉

岡田憲佳

秋和良雄

菊池貞之

大地常己

泉雅丈

飯田康貴

(28）

<KAMOMETOBU>

（林-61)

オーナー/能崎知文

<摩利支天〉

(N&M-56)

オーナー/武田勝彦

会員30名非会員20名

スキッパー/能崎和文

クルー/林賢之輔

大迫修三

長谷山裕

長谷川学

岩崎哲也

石崎成樹

八尾正孝

石田富一

仲西信二

豊田たみ

岡本広志

スキッパー/羽柴宏次

クルー/大儀見薫

前田博

池田正

八木達郎

中野智治

中里英一

畠中正人

若田部洋

合計50名

臼
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19870RCMACHINE

計測委員大橋且典MEASUREMENT講習会報告
C℃費x葛ﾕｴﾋ画韮函丈℃､ヨエ画ヨエと匂エビ費エセ圏エセ､ﾕ天 … ……… X…函…

1987年1月17日から19日まで3日間ORC

MACHINEMEASUREMENT講習会が，ドイツー

ハンブルクのドイツ・ヨット連盟(DEUTSCHE

SEGLERVERBAND)で行なわれた。出席者は私

を含めて9ケ国20人。林計測委員長の出席された前回

のメジャラーズ会議が，時間，時期の問題もあって，

マシーンそのものについての紹介と，一般的取扱いの

説明にとどまったのに対して，その第2弾ともいえる

今回は，名実共にマシーンに徹して，より具体的に規

模も大きくして各自の実習に重きを置いた内容となっ

た。

同時，同場所で,ORCADMINISTRATRATIVE

COMMITTEE.及びORCITCも開かれた。

〈日程〉

17日と18日の2日間で実艇の実測実習。最後の19B

に室内でのコンピューター実習。

〈マシーン計測……各国の現状〉

現在のこのドイツ型計測マシーンの普及状況は，ド

イツ2，デンマーク，オランダ，スウェーデン，イギ

リス，フランス，イタリア，フィンランド，日本，そ

の他，各1,合計11台。

アメリカ，オーストラリア，ギリシャ，オーダー済。

注）御存事のようにアメリカはIMSの前身である

MHSというレーティングルールを広範に普及させて

おり，その為のアメリカ独自の計測マシーンを（ドイ

ツのマシーンに比べると，かなり大げさなものだが）

を現在6台保有している。

ドイツのマシーン実測実績；22隻

オランダのマシーン実測実績；20隻

デンマークのマシーン実測実績；約15隻

つまり，ドイツ，オランダ，デンマークの各国では

完全に軌道にのっている。

反面，他の国では（マシーンの無い国ではもちろん，

ある国でも）全く稼動していない。

日本はこのマシーン発祥の地ドイツからはるかに離

れているにもかかわらず，すでに2隻のマシーン実測

実績を持っている。…きわめて特異な例である。

(30）

〈講習会の大要〉

ドイツ，オランダ，デンマークの計測員が講師にな

り，マシーン計測体験の無い計測員に実技の指導を行
なう。

合わせて計測マシーン用プログラムの改良版と計算

う°ログラムの改良版の発表とその実習。

IMSプログラムが完成したので，その発表と実習。

〈講習会の実習〉

・実艇実測実習

実習には5台のマシーンを使い（ドイツ2，オラン

ダl,デンマークl,イタリアl),実艇にはデヘラー

スプリンタスポーツ,H-ポートの2艇を使った。

全体を4班に分け，各艇の各サイドを各班で受け

もった。

講習をする側もそれを受ける側も，さすがに大多数

が現役のIORメジヤラーなので，動き，段取り共素

早くしっかりしており，出てくる質問も的をついたも

のが多い。日本のIORメジャラー達の実力も相当な

ものだが，それにまさるともおとらない程であると感

じ入った。

今回は計測用ソフトにマシーン精度測定プログラム

が追加されたので,その実習にかなりの時間を割いた。

注）今回この講習会への出席者には,IORのメジヤ

ラーと共に（私のような）そのメジヤラー達に講習を

する側の人も若干含まれている。

・計算プログラム，コンピューター操作実習

IBM(又はコンパチ）マシーンを3台使って，計

測結果をフィールド用コンピューターエプソンHC-

20から計算用コンピューターIBMマシーンへ転送す

ることから始まり，計算ソフトIOR-MPによりIOR

データを出すところまで，逐一各自自分の手で実習を

行なった。

又，今II]l追加されたラインズプログラムは大変興味

深いもので，採取データからその計測ボートのライン

ズをセクション，側面，平凹共，ディスフ°レイしてし

まうもので，これを使えば自分の計測結果を自分自身

の目で確かめることができる。現にオランダの計測員

E.WALTER氏は，このソフトが追加されてから自

分の計測精度が数倍上がったとさえ言明している。

･IMS計算ソフト

これは残念ながら時間ぎれで実習には至らなかった

が，他のソフト同様フロッピィディスクの形で持ち

帰ったので，国内でも早晩稼動させる予定である。

9

へ

へ



昭和62年2月15日第143号 ○FFSHORE 昭和152年7月21円第三種郵便物認可

《
云

日本J/24クラス協会

師年開催されています

H本選手代表

未参加

未参加

ｨiⅢ幸博／栽原凧一／慨多江研一

圧崎義雌/MiIH1iW/金指昭郎／植村真

111miIHILIM/liijilll#/林蛾

辻村宏大側／波多江研一／村山未明

1M界選手椛

輔1回

節2回

鞆3p

"41ul

"5[''l

WI6I'1

開附期間

1979年8月6日～10日

1980年10月3日～10日

1982年1月6日～16日

1982年10月6日～16日

1983年61111日～18日

1984年9月29日～10月6日

開仙地

ニューポートアメリカ

サンレモ/イタリア

シドニー/オーストラ

サン7ランシスコァメ11カ

マルモノスエーデン

ブール／イキリス

参加艇数

78

49

40

62

31

51

チャンヒオン

チャーリースゴット/アメリカ

ジョンコーリアス/アメリカ

マークベスウエイトオーストラリア

ジョンコーリアス/アメリカ

エドベアード/アメリカ

デーブカーテス/アメリカ
餌■

ー

1,松一態/ロバートー7ライ/飯田武之/二宮降雄/辻村安大川

'一ド/アメU力波多il研一／冊噸IIi美／

村刺if"/i唯臘三川/HI1{

三船*IIMi/IM111糸三／市川倣

誠/井上幸三/米拝"利/胤岡ギ：

i塒瑛i'W/H4xWI71''l 1985年11月15日～24日 42 台

林雌／山llli't久／圧崎義雄

未選考

未選考

未選考

米選考

Wi8['l

節9回

WI10EI

Willm

"12101

1986年9月13日～19日ニューポート/アメリカ

1987年6月14日~21日/予定ｶブﾘ品／ｲﾀﾘｱ

1988年1月7日～14B/予定ジドニーオースラリリア

1989年／月日未定／アイルランド

1990年／月日未定／アメリカ

能
一
綻
一
桂
一
綻
糀

'一ド/アメリカ

米選考

未選考

未選考

未選琴

今

19W年開催予定の主要レース
r里

…

H本J/24クラス協会i!であれば向由に参加できます

；1ﾘ:外主喫レース

北米j遡下椛

輔2ml'1際女I･テールボート遊刊＃

IMIIM地

サンフランシスコ／アメリカ

ニューポート'/アメリカ

日
日
１
９

職
月
Ⅱ
８
Ⅲ
日
Ｈ

Ｈ
閉
２
月
月
７
Ⅲ

|_R1内主』災レス

九州選手椎-...･･････････"91ulJ/2411i界進乎椛日本代表選手選場．レース

関東選手樅･･一･･････一･…プレ全H本j世f樅

東海選手椎－－．－．．．．－．．････樅、｜｝}雛と;l鞭、!|!部、沼祁、i,'i水の各フリー卜

鯆7回余日本遊手椎--.-･･･…･…輔10II1J/24-III二界選手椎日本代表選手選考レース

開偲地

'1,戸ヨソトハーバー/抑多

佐,ﾙーﾏ'j-ﾅ／柵lr(f'(

_liヵ所湾／伊勢'&"

佐#ルマリーナ／横ﾁl'if'!

日
日
Ｈ
Ｈ

蛇
妬
旧
３１Ｉ

ｆ

ｌｌ

ｔ
ｆ
Ｌ
ト

ー
５
２
３
０

１
１
１
３

１
１
１
１

１
１
１
１

３
９
９
Ⅲ

このほか、全|]116フリートで合計約150回以上のフリートレースが開樅されます。

詳細は、H*J/24クラス協会／柚；I(fI(11i{ﾙ:原2-2-2日産''Iflj'|[マリーン部lﾉ1屯話0468-34-8323へお問

合わせ下さい。
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後期表彰式

第27回鳥羽パールレース

IORJORクラス

連輸政策ﾙｳ参戦'|塁I

水田嘉総合優勝 運輸大臣賞 SACHIIII 圭
忌

⑥神奈川県知事杯 ﾉノ

⑥三重県知事賞 〃 へ

⑥三重県議会議長賞 〃

鳥羽商船同窓会

M|｣会長佐藤静鮒鳥羽商船杯 〃

⑥パールカッフ 〃

⑥メールエスフ．リ賞 〃

竹下政彦ﾝ/－ラ杯
、

〃

⑯ファーストホーム賞 鳥羽市観光協会長杯 CARINO

秋田トロフィー 秋田博正〃

NORCレプリカタテ 〃

⑥クラスI～II優勝 鳥羽市長杯 MISTRESHANA

NORCレプリカタテ ll
FJ

⑮クラスIⅡ～Ⅳ優勝 三浦市長杯 SACHIIII
へ

NORCレプリカタテ 〃

クルーザーレーテインク‘クラス

ヤマハマリン事業部長

長谷川革
総合優勝 潤雪ヤマノ、カップ

ファーストホーム NORCタテ 潤雪

サケカップ

クラス11位LALA クラスⅢ1位HATSU

2位ELECTRON

位
位
位
位
位

１
２
３
４
５

クラスⅡ MISTERESHANA

CARINO

LAVIEEROSE

CAZA-7

織姫

クラスⅣ1位sAcHIm
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第13回江ノ島清水レース

支部踵

柴田邦敏総合優勝 駿河湾支部長杯 ZEROII

代理

静岡県知事杯クラスI～1I1優勝 ZEROII

NORCレフ･リカタテ 〃

ｒ
■
Ｉ
と
凸理代

清水市長杯クラスⅣ優勝 KELONIA

NORCレフ･リカタテ 〃

ｒ
ｌ
・
・

Ｒ
ｌｔｌ

藤沢市長杯クラスV優勝 GREATPEOPLE

NORCレフ･リカタテ 〃
一
一
）

サケカップ

クラスI～Ⅱ 位
位
位
位

１
２
３
４

クラスI GREATPEOPLE

SEACROWN

一乗Ⅲ

TRACER

1位ZEROI

2位BLUENOTE

クラスⅣ 位
位
位
位

１
２
３
４

KELONIA

一寸法師

っばくろ

胄海波

第31回神子元島レース

神子元島杯 慎記郎総合優勝

神子元トロフィー 〃

ファーストホーム賞 暖
乱弘さ
〃'し 杯 ROCINANTE

《
〉 NORCレプリカタテ 〃

慎記郎 平松栄一Aグループ．優勝 ｢ンデペンテ、ンスかｿブ

NORCレフ・リカタテ 〃

Bグループ優勝 CROWジューイカップ

NORCレフ･リカタテ 〃

サケカップ

クラスI 1位SUMMERKNOWS

2位SYPHIDES

3位海太朗

クラスⅣ1位ROCINANTE

クラスⅡ～m1位慎記郎

2位FORTY

位
位
位

１
２
３

クラスV～Ⅵ CROW

SEACROWNI

RIPPLEI
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クルーザーレーティング初年度総括

服部一良

振り返ると，すごかった1年

早くも1年がすぎた。正確には,l昨年の秋の理事

会が新しいハンデキャッフシステム導入を決定し，こ

れを受け，関東支部に委員会が発足して初会合を持っ

たのは，昨年の3月だから，ここから数えればまだ1

年にはちょっと足りない。

だがこの間，5月の初島レースに向けただひたすら

に準備し，7艇のエントリーを無事に終え，大島レー

スを経て，第27回鳥羽パールレースでは，関東支部だ

けでない各支部の方々の大奮闘のおかげもあって，ク

ルーザーレーティングクラスに26艇ものエントリーを

数えるほどに発展した。このあと関東支部では,サマー

レガッタ，オータムレガッタなどの企画をなんとかこ

なし，年末年始に掛けてのグアムヘ渡るコンチネンタ

ルカップと，正月2H恒例のシーボニアカップをどう

やら終え，気が付いたらワンシーズンが巡っていたと

いうところである。

どちらかといえば，大義名分の御宣託が先行してし

まい，現場は夢中でそれを追い掛けるに終始した一手

だった。でも何か新しいことを発足させる場合，最初

にやるぞやるぞと吹きまくって，それが嘘にならない

ように必死でフォローする，という方法はごく普通に

見受けられるパターンで，我々が遭遇した一年間が，

とくにメチャクチャとはいえないかもしれない。か

えって冷酷なスケジュールが存在していたからこそ，

ともかくここまでの，とてもまだ実績などとはいえな

いけれども，ともかく第一歩が踏めたのは確かである。

振り返っての反省点だが，これはちょっと後に回し

て，クルーザーレーティングがなぜ生れたか，そのア

ピールを今一度繰り返したい。正直にいって，クルー

ザーレーティングのことを知らない方々が，まだまだ

多く，やはり再三再四のアピールが必要と思うからで

ある。

たのだ。

これらのプロセスの前後はきわめて判りやすく，以

下にそれを試みてみる。

技術の発達やハウツウの蓄積に歯止めをかけるの

は，容易ではないというより，まず不可能に近い。ど

ちらにしろ,一刻たりとも止まらないのが普通である。

陸の上の二輪や四輪のレースを思ってみると，この

あたりのことは如実に判る。かつては腕に多少の覚え

があって，それに多少の経済力が伴えば，レベルの高

いイベントでも個人でのチャレンジが可能であった。

浅間や鈴鹿のヒーローは，少くともデビューは自分の

宝物のような愛車を駆ったはずだ。だが現代はあらた

めていうまでもなく，サーキットの主人公はファクト

リーに他ならず，ドライバーはファクトリーに属する

一部門のパートに過ぎない。いいかえれば，個人は，

どこのファクトリーにつながるか，この選択がすべて

であって，個人の栄誉はその段階で決まってしまう。

かつての時代は，チャンピオンの有力候補にスポン

サーが付いた。でもまだこの時代の主人公はあくまで

ライダーその人だった。だけれども，現代は，好むと

好まざるにかかわらずあらゆる分野のトータルゲイン

が問われる時代で，主人公のウエイトはまったく入れ

替ったのだ。

IORのレースにしても，一歩二歩は遅れているに

しろ，陸上のグランフ．リレースの歩みを忠実に辿って

いるようで，周囲の状況がF1化するのは，もう時間

の問題の気がする。デザインの日進月歩，同様な開発

が進む各種マテリアル，そしてソフトな面でもハンド

リングに高度な技術を要し，ますますう。ロフェッショ

ナル化する傾向など，すでにディレッタントの立場だ

けのアマチュアオーナーやアマチュアセーラーの手に

余りつつある状況は，とうの昔に芽生え確実に育って

きた。

《
と

《
）

｜
■
’

CRの必要性，再キャンペーン開始

さて,NORCの活動分野は，多岐に渡っているけ

れども，メインはレースの主催に絞られる。そしてこ

のレースは，初期はRORCルールに従っていて，そ

れからIORに移ったのはいうまでもなく,RORCル

ールの時代はともかく,IORの発展に伴って顕著と

なった一種のあつれきが，実はクルーザーレーティン

グ誕生をうながした母体なのである。少々キザに言い

変えれば,NORCの現状改革の具体的な政策として，

クルーザーレーティングというシステムが必然となっ

時代の趨勢はOCRでも止められない

そしてついに，昨年末のORC決定は時代の趨勢以

外のなにものでもなく，いよいよ来るべきもの力画来た

というのか，ゆきつくところについにゆきついたか，

どちらにしるオフショアの世界も陸上のレーサーと

まったく同じ環境に突入したのである。

今年のアドミラルズから,代表艇のセールやハルが，

Flのボディとそっくりなコスチュームに，まだなら

ないとは思うけれども，いづれ近いうちに，企業名や

商品名を艇名にして，その名を大きくセールにもハル
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にもディスプレイしたレーサーが出現するのはまず間

違いない。ロゴのレタリングそのままに，ちょっと時

代を先取りしてノミネートしてしまうと，何年か先の

アドミラルズなどで，ヤマハだとかミノルタだとか，

もしかしたら，味の素とか永谷園とかのネームの入っ

た，テープドライブのハイテクセールを眺められるか

もしれない。

繰り返しいうけれども，このようなIORのイベン

トへのコマーシャリズム参入が，この世界のう．p化に

ますますの拍車をかけるのは必至で，そしてここにい

たり，我々の選択肢はきわめて薬理され目の前にある

のを，認めさるを得ないのである。

7位，日本艇で初めてのクラスA優勝に，少々は責献

出来たと思っている。

話は戻って，自分相応をわきまえて，とくに年齢が

まだまだ若くて夢見る持ち時間がたっぷりとあるのに

もかかわらず，すっかり心得てしまいウイークエンド

セーラーでもって充足されている人々を，とやかくあ

げつらうのも，これまたおかしい｡時代のコンディショ

ンをしのいでインターナショナルレースに勝つだけ

が，セーリングポートの全世界であるわけがない。週

末毎にハーバーヘ通って，夕日を眺め一杯ひっかけ頭

の'|'をからっほ｡にするのも，ライフスタイルとしては

|A1違いなく羨ましがられるはずである。

どちらに向うか，とりあえず三叉路

オーナーは，企業を相手にしてもひけをとらない経

済的能力を備え，クルーは，生半可なウィークエンド

セーラーから全生活をトレーニングに向けられる道を

選び，容赦のない取捨選択にもかかわらず，晴れの舞

台に登場して立派に働ける実力を貯えなくてはならな

い。これが，まずひとつ。またひとつは，オープンの

たとえば青梅マラソンに参加したふつうのランナー

が，一流選手と同じゼッケンをもらって喜こぶのと同

じで，大きなイベントにそこそこの艇とそれなりのク

ルーで出場し，参加したことに意義を感じるケース。

そしてもうひとつは,ORCとかがごちゃごちゃ何か

いってるようだけれども，こちらは今も昔もそれから

今後も，ウィークエンドセーラーのペースはまったく

変わらない，とする場合である。

ことさら断るまでもないとは思うが，帳簿上の見返

りの収支決算が可能な，税務署もそれを認めるような

企業を相手に，個人の資力を注ぎ込むようなことは，

バカ，だとは決して思えない。また将来のトップ。セー

ラーを夢見て，一流会社の席を棒に振ったとしても，

これも無責任にアホとはいえない。むしろこのような

人々の行為こそが，あらゆるジャンルを通していえる

ことだが，人のアクションの結果を，ときには文化の

ランクまで押し上げる。また参加するだけで満足する

のを，ナンセンスとは一概には片付けられない。男女

平等法を持ち出すのはいささかオーバーだけれども，

時代を人々の可能性の領域が拡がる方向へ間違いなく

動いていて，チャレンジの意義が，結果の如{nlにで左

右されるのは，やはり避けるべきである。私事のエピ

ソードで恐縮だが，ハワイのイベントを初めて経験し

たとき，カレンダーや雑誌の写真でしか見たことのな

い数々の各艇を，実際にナマで目の前に，あまつさえ

一緒に走れたわけであって，もう頭はカーときてパァ

のまま，何をしたのか判らないままスケジュールか

終ってしまったような気がしている。まさに初体験で

ただやみくもに感激しただけだった。でもあのときか

ら二度三度，その後の積み重ねが，昨年のアラウント

ザステイツレースで，〈摩利支天>(NM56)の総合

どれもまったく自由，まったく平等

このように，幾つかの選択肢に我々は直面して，否

応もなくひとつの方向を強制されて，でもその選択肢

の如何によって，我々自身の軽重が問われてはならな

いのである。

F1化に向けて蟇進するIORの舞台にしても，臆

することなく，チャレンジは続けなくてはならない。

NORCとしても，先進諸国に追い付け追い越せの最

短M1靴の道標をつくり，ガードするのは焦眉の課題で

あるのはいうまでもない。だけれども，だからといっ

てIORではない世界に，何の政策も持たなくてよい

わけにはならない。

現在のNORC会員数からみて，インターナショナ

ルなIORレーサーのクルーは,100人の会員の'|'でひ

とりかふたり。今後のプロ化が進めば,生き残れるレー

サーは限られて，この率はさらに低くなる。

ORCがIORレーサーのF1化をいわば追認したの

と|同1時に,IMSの具体的な適用に踏み込んだのは，

F1はF]の世界で究極に達すればよく,F1ではな

い圧倒的大多数の世界には，それなりの価値と楽しみ

があるという，ごくあたりまえのセオリーを，これま

たあらためて追認したのに他ならない。

へ
《
」

一

というわけで,CRを成功させよう

やっとテーマに戻れそうだが,NORCとして,100

人の会員'一|｣ひとりかふたりを除いた，98人が99人のた

めに，そのウィークエンドを少しでも磯かにとの願い

を込めたのか，クルーザーレーティング発足の趣旨な

のである。

古参の艇でもさほどの格差を覚えずにすむハンデ

キャップシステム…クラブレースを優雅にすごすため

に，可能な限り簡易なハンデキャップシステム…隣り

のクラブに遊びに出掛け，そこで一諸に走れる共通な

ハンデキャップシステムetC･･･。とどのつまり，要望

はふくらんで,IORの舞台からは引退を強いられた

艇や，最初からIORのレースには無関心だった艇ま

でが，リートを組むのを楽しめるようなハンデキャッ

フシステム…と欲ばつた。
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普及を見たからこそ，盛大なイベントが組めた，い

や魅力あるイベントが先行したからこそ普及したと，

この点の路線の判断と選択が，誰今現在のネックなの

だが，スタートしてしまった以上，なりふりにかまっ

てはいられない，というのが本音に近い。

というところで，委員会のスタート後の反省点を考

えてみると，もう沢山ありすぎて判らないほどである。

今年はもう少し落着いて

ます，これは反省というよりはいちやもんに近いの

だが，最初に新しい専門委員会の結成を求められたと

き，白紙からの出発ではなく，すでにレールに等しい

採用のシステムや実施の時期などは，すでに決ってい

たのにはいささか驚かされた。もっとも白紙で委ねら

れるのは一見カッコはよいけれども，委員会一同は頭

の中まで白紙に等しく，突っ走るレールが敷かれてい

た方が結果的にはよかったかもしれない。とはいうも

ののいささか淋しかったのは否めない事実だった。

恨み言はこれぐらいにしておいて，本来の自己批判

となると，言い訳がましいけれども，後悔のすべては

時間の不足から生じている。

渡辺修治さんから，システム全般の解説と実際の計

測方法を教えていただくところから始まったのだが，

趣旨を理解し，あらたな意欲に燃え，そして休日のボ

ランティア活動を厭わない人材が，あうんの呼吸で揃

うわけがなかった。計画では，各フリートから2名程

度の計測員をと考え，そして当然にこれは時間切れで

目論見倒れとなり，特定フリートのそれもどちらかと

いえば類稀れな殊勝な人々に，大変な負担が掛ってし

まったのである。文字通りの泥縄式であったにしろ，

これらの人々の働きなくしては，スケジュールが進ま

なかったのはいうまでもない。身内で称えるのも何だ

けれども，縁の下の支えに徹したこれらの人々に，感

謝をささげたい。

その他，委員会のたびに提案されたグッドアイデア

の数々も，ほとんどが未消化となっている。

関東支部では昨年末の段階で，クルーザーレーティ

ング取得の艇は56艇となった。今年の末には100艇を

越えるかと思うが,今年は計測に追われるだけでなく，

少しは落着き腰を据えて，残された昨年からの課題へ

の取り組みと同時に，各種イベントの充実に力をそそ

ぎたいと考えている。

御協力のほどをお願いしたい。

三管区海

部からの

上保安

お願い

最近、横浜本牧防波堤灯台に施設され

ている架空配電線力ざ､切り通しを通航す

るヨットに切断される事故が再三発生し

ております。

この配電線が切断されると、灯台の機

能に重大な影響を及ぼすこととなり、海難

が憂慮されますので十分注意して下さい。

なお、防波堤には注意を喚起するため

の表示がなされております。

(36）
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第5回

小竿原レース・スタート

時間変更のお知らせ

帆走委員会
’ポスタープレゼントのお知らせ

第5回小笠原レースのポスターを小笠原村のご厚意

により制作しました。オフショア2月号が皆さんのお

手元に届く頃には各ハーバー，マリーナ等でご覧に

なっていることと思います。残部が多少あります。ポ

スターご希望の方は事務局宛申し込んでください。

一＝一＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝三

オフショア1月号pl6,本部レース・スケジュー

ルの第5回小笠原レースのスタート時間を次のように

訂正します。

スタート4/29（水)10:00

なお，小笠原丸（小笠原海運）は,12:00に父島・

二見港を東京に向け出港しますので，しばらくの間，

レース艇と並んで走ることになりスタート後のレース

艇の様子を本船の上から見ることが出来ます。

参加資格，申込み締め切りの日時等に関してはオフ

ショア1月号に掲載されている本部レース・スケ

ジュール表を参照してください。

小笠原村では第5回小笠原レースに関連して，地元

主催の前夜祭をはじめ，さまざまの行事が予定され，

島をあげてレースを盛り上げてくれます。特に小笠原

特産の超大型の五色海老，海亀のステーキ，パパイヤ

などといった小笠原ならではの食べ物の話題も盛りだ

くさんです。

また都合のいいことに今年は小笠原丸の運航スケ

ジュールが4月25日に，東京・竹芝桟橋を出港するこ

とになったため本船での合流組も母島に渡れる時間が

とれ，母島歓迎パーティ・幻のグリーンペペ見物，母

島レース参加といった，例年に比べてより多彩のプロ

グラムに参加することが可能になっています。

行事予定および小笠原丸の運航スケジュールは次の

通りです。

4月25日東京発（小笠原丸・竹芝桟橋）10：00

26日父島着14:00

母島行き15:00(母島丸）

27日母島・歓迎パーティ

28日母島レース（主催・小笠原ヨツトクラブ）

母島→父島（マイル）

小笠原レース前夜祭18：00

母島レース表彰式

29日第5回小笠原レース10:00スタート

29日小笠原丸・父島発12：00

5月4日小笠原丸・父烏発12:00

5月5日表彰式・パーティ16:00(予定）

※このほかの小笠原丸の運航予定については直接小笠

原海運にお問い合わせください。

なお，オフショア3月号では，小笠原に回航・短期係

留する際の最新情報を掲載する予定です。乞うご期待

ください。

へ
《
） 第4回平和の白い帆'87

日本海レース

開催のお知らせ

昨年にひきつづき日本海をはさんで北海道室蘭市と

ソビエト連邦・ナホトカ市の間を帆走する国際親善

ヨットレース「平和の白い帆↑87日本海ヨツトレース」

が今年も行われます。このヨットレースはいままで小

樽市とナホトカ市の間でスタート地を1年交替で行っ

てきましたが，今年は室蘭港をスタート地として行わ

れます。

また，今年からレース後援の規模も拡大され北海道

庁・室蘭市・朝日新聞社その他が予定されています。

ソビエト側も昨年までの沿海州スポーツ委員会から全

ソスポーツ委員会へと格上げされました。

このレースは，外|玉|からのエントリーも歓迎する国

際レースであり，すでにフランス，アメリカ，ポーラ

ンドなどからの参加希望が寄せられています。

また，この日本海レースに関連して，室蘭市地球岬

沖で室蘭市長杯ヨットレース，さらにナホトカ港沖で

の親善レースなど縣りだ<さんのレースが企画されて

います。

平l1の白いIIﾘ{'87日本海レースの日程は次の通り

です。

8月15H(土）歓迎パーティ（室蘭）

16日(II)室蘭市長杯レース

17H(月）インスペクション

18日（火）第4F11平I｣の白い帆'87日本海レース

22日（土）歓迎パーティ（ナホトカ）

2311(II)全ソスポーツ委員会杯レース

さらに隠岐，佐渡島，大島（江差）の3島を結ぶ日

本海3島|H1レースも企画されています。

第4FI平#l1の白い帆'87R本海レースの詳細は次の

号でお知らせいたします。

一
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｢航跳
玄海支部片倉静江

玄海支部のくジグザグ>(FAR38)が現役でバリ

バリ活躍している頃，レースの後はよくくカラコルム〉

で合同宴会を開いたものだった。古いタイプ°のハーフ

トンのキャビンはすし詰めで，折り重なる感じだった

が，良き仲間と飲む一杯は格別だった。それよりも何

よりも楽しかったのは，当時玄海支部長だった大原

敦先生のお話で，「この人本当に内科医？」といぶか

る程，考古学，人文学其の他諸々，実に驚くべき（凡

人が）読書家。酒蔵をそのままヨットにした様なくカ

ラコルム〉の在庫もしばしば底をつき，お開きにする

のが勿体なくて，全員近所の小料理屋にあがりこむ事

もあった。おかげ様でいろいろと勉強させて頂いた。

しかしその後，支部長を勇退された頃からハーパーか

ら遠ざかり，〈ジグザグ>もどこかへお嫁にいき,スナッ

ク・カラコルムでのアカデミックな話題が酒の肴にな

る宴会も立ち消えてしまった。

去年の11月，随筆集「航跡」を出版され，部厚い本

を受け取った時何かしら胸がどきどきしてしまった。

NORC玄海支部登録第一号艇だった名艇く志摩>(FB

Ⅲ）が朝日をうけて帆走している表紙，そして題字は，

武蔵野美大在学中のお嬢さんのレイアウトで，玄界灘

に面した高台にある別荘から撮った写真を使ってい

る。病気がちだった母上の療養の為に海岸近くで少年

時代を過されたそうだが，大海原への夢は果しなく広

がり，ついに5米のヨットを造り，6米に移り，そし

てく志摩〉〈ジグザグ〉と続いていったと思われる。

アメリカズカップのメンバーの生い立ち，その経歴を

みてもわかる様に，3歳とか4歳の頃からヨッテイン

グに親しんでいる人達ばかり。友人で，おしめをつけ

ている頃からヨットに乗ってた人がいる。かなり時化

た日に出かけ様としているおやじさんに，「一寸荒れ

そうですね。オムツを余分に持っていって下さい」と

おふくろさんは言ったとか。こういう環境が良いヨッ

トマンを育てている様な気がする。

尚，校正は奥様がなさったと伺ったが，これは大変

な仕事.／辛抱強さと，細心の注意，そしてかなりの

神経とエネルギーを要する。一家総出でおやじさんの

夢とロマンを盛り上げた熱気を感じた。

姪の嫁ぎ先の舅（佐藤剛氏）がやはり筆がたつ人

で，西南の役で戦った薩摩藩士だった祖父の事や，母

方の大伯母にあたる村田アサの事その他動乱を生き

ぬいた人達,夢破れた藩士やその家族の事を記した｢ア

サ女覚え書」を昭和55年に出版している。佐藤家の墓

所が西郷どんと同じ場所だとは聞いていたが，この本

を読んでやっと諒解出来た。この出版物が知人が書い

た最初の本だったが，「航跡」は,NORC玄海支部の

追い立ちや，アリランレース開催迄の苦労話，その他

ヨット関係の話が入っており，身近な話題だけに楽し

い。アリランレースを発足させようと，正に東奔西走

している時，福岡側からそれを妨害しようとした団体

がいた話は何度聞いても腹立たしかった。又，アリラ

ンレース参加に必要な書類の提出のおくれが，小戸

ハーバーに籍をおくヨットばかりで，しかも何時も

レースで上位入賞している艇程ルーズさがひどいと嘆

き，「帆走技術と社会人としての常識とは逆相関にあ

るのでは？」の一行には吹き出した。何故なら，その

傾向はまだ続いており，とうとう8回目の今年からペ

ナルティを課す事にした。「良きスポーツマンは，そ

の前に良き社会人でなければならぬ」の言葉通り，小

戸ハーバーでの出・帰港届さえ書かない，バース代も

滞納等々の艇は，たとえどんなに立派なレース成績を

打ち立てても無意味の様に思える。「航跡」の中で再

度その事を書いて下さったので今年は期日迄に揃うだ

ろう。

第二部の史話は，以前くカラコルム〉で披露された

お話の総まとめの部もあり，もう一度ゆっくりと素面

で読ませて頂いた。又，絵画的なサンカ文字（三角

寛著）が気に入り，彫刻家の友人達と年賀状はサンカ

文字で楽しんだ。

12月20B(土),市内のホテルで開かれた祝賀会は

盛大だった。定員をはるかにこえ，とうとう廊下を狭

んで向う側の会場も使わなくてはならなくなり，にわ

か役員の先生方も汗びっしょり◎挨拶に立った学友の

一人は，自己紹介の際興奮のあまり，自分の名前を忘

れて人の名前を言いかけてしまい大爆笑だった。玄海

支部の末松支部長のスピーチはよかった。医師会関係

のゲストスピーカー数名が先に挨拶され，文章のすば

らしさ，ロマンあふれる内容，感激，感動等の読後感

をのべられ，会場は何となくしんみりしたムードだっ

た。ところが末松支部長は全く違っていた。マイクを

持つなり開口一番，かっては我々ヨットマンをけしか

け，外洋に押し出しておきながら，最近はハーバーに

さえも姿を見せなくなった大原先生の，ヨットマンと

しての怠慢（.／）をなじり，「隠居する年でもないのに，

r‐
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老けこまないで下さいよ」と。スピーチが苦手だなん

て言ってたが，どうしてどうして，ウイットに富んだ

暖かい抗議だった。スピーチと女性のスカートは短い

程よいと言われるが，長さも丁度よく，年輩のお客様

の中で，若々しくて光っていた。

何をかくそう，<カラコルム〉のオーナーも大原ヨッ

ト教室の優等生だと自負しており，おかげ様で，まが

りなりにも玄界灘や朝鮮海峡が走れる様になった。ル

フトハンザから貰うサラリーの殆どを博多湾や玄界灘

に捨てている。そのうちに魚達がドイツ語をしゃべり

川しても鰭かない位ばらまいている。今後一生徒とし

ても,NORC玄海支部の為にも，大原校長を再び海

へひっぱり出し，以前の様に我々にハッパをかけて欲

しいし，勿論面白いお話も是非聞かせて頂きたいと思

う。（気をつけないと，本当に老けこみますよ？）

唾一
一

祝

へ
《

愛娘にはメロメロの大原先生ヨット仲間にかこまれて
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一

DORI>,それを嫌って,<メデューサ〉がタックを，

続いて<DISCODORI>がタック。これが数回繰り

返され,<DISCODORI>がポートタックの上サイド

の位置でレースが始まった。

<DISCODORI>優利なレース運びであったが，

<DISCODORI>の上り角度が,<メデューサ〉と比

べかなり違っていた。

次のタックの時に，〈メデューサ>が<DISCODORI>

を押え，上サイドとなった。この後は，ポートタック

とリスターポードタックに分かれてしまい，上マーク

をくメデューサ>が5艇身ほど先行し廻航,サイドマー

クへと向かった｡

第2上マークへ向かって,<DISCODORI>が右海

lijからレク．を引いていたのに対し,<メデューサ〉は

岸寄りのコースを引いて，それぞれ上マークに向かっ

ていた。

第2上マークもくメデューサ〉が先行し，そのまま

ス概況10月26日第9回し

今日は，風がなく，のんびり気分だなとスタッフと

話しなからレース海imへと向かった。この時点では，

半袖，短パンスタイルでも充分の天候であった。

最大30ノット近くまで吹<とは思ってもみなかっ

た。

マッチレース:Mrs.<メデューサ>,<DISCODORI>

を征すノ

スタート前からダッキングマッチが繰り広げられて

いたc

スタート時刻になっても2艇は，スタートラインか

らはるか下に位置し，好位置を取ろうともうレースが

始まっていた。

ラインを切ったのは，スタート時刻より5分位後の

ことであった。ポートタックで上サイドに<PISCO.
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〈メデューサ〉がフィニッシュして，マッチレースが

終了した。

〈メデューサ〉の方が上り角度と，スピードに勝り，

<DISCODORI>が普段のポテン‘シャルを発揮でき

なかったのが残念であった。

午後からのレースコースは,上～下の距離がとれず，

短かすぎた。

距離を伸ばす予定であったが，サイドマークのコー

スに，佐島の数ヶ所あった網がかかるため，やむをえ

ずサイドマークを大きく振ったコースとなった。

レースは，全マークをくコンテッサ〉がトップ廻航

し，修正で2位につけた。

久々に蝶のスピンが見られ，ロバートのヘルムスのも

とに，順当な滑くりを見せ，修正1位をかちとった。

又，特に目立ったのは，〈シルフィード〉の5位、そ

してくベーシック〉の9位という成績ではないでしょ

うか。

〔外野席から〕

〈メデューサ〉と<DISCODORI>のマッチレース

は面白くなかった。マッチレースではないんじゃない

の.／

途中でコースを左右に分けてしまっては.／

もっとダッキングマッチを見たかったな－.／

（今回特別寄稿：初鹿野氏記）
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口艮

一

11月26日第10回レース概況

11月16B,集まった42艇は，練習コースから気合が

入り，3回のゼネラルリコール後,S.T.C.ハードワ

ンミニッツルールの適用で，やっとスタートした。

〈シーライオン〉が罰金3千｢qを徴収される結果と

なったが，5～6m/sec､60.のコンデイションで良い練

習ができた。

練習コースレースの時間的なずれ込みから本番レー

スのスタートは13:30になってしまった。

5時日没及び各マリーナの終業時間等を考慮し，最

初からST.C.ハードワンミニッツルールを適用し

た。レーティング27フィート以上（クラスA)を別ス

タートとして，5分インターバルでその他のクラスを

スタートさせた。

風向は，60｡を中心に左右う｡ラスマイナス20°のブ

ローがはっきり別れて，どちらを選ぶか難かしい判断

であった。

4m/secの風が，第2上マークへのアプローチ時に

は,3m/secに落ち，最終レグにおいてはクラスA艇

がコースのl/3に到達した頃から,30｡も左に振れ，後

続のクラスB艇の大半は下マークからフイニッシュま

で,1本コースとなった。

練習コースでは，〈フォーティー〉くあさま〉〈ゼロ〉

《
）

という順になったが，本番レースでは，デビュー戦の

くオッショサン〉（横山30),<海太朗><メデューサ〉

<ISIS><MAYBE>と,Bクラスが上位を独占した。

この理由は，大型艇フィニッシュ後の1本のぼり

コース，すなわち後続艇有利の展開ということもある

が，競争の激しいBクラス艇群が着々と，実力を着け

て来た結果とも言える。

又，クラス別にスタートさせた8/24(5m/sec)も，

〈海太朗〉が総合トップとなっている。

合|司スタートになると，大型艇に壁を作られ，余計

なダッキングを強いられたり，行きたい方向に行けな

かったり，ブランケットの中を我慢して走らなければ

(40）
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ならなかったりと，大切な第1マークまでの間を苦し

められる事が多い。

クラス別スタートの効果が表われたという気がして

ならない。Aクラス艇が下マーク3～4艇身の所で，

4艇が横一線にオーバーラップしてきたり,Bクラス

艇が下マークに15～6艇l団となって近ずいてきたり

といったケースがあり，見ていても大いにエキサイト

した。

〈海太朗〉の好走，〈オッショサン〉の見事な追い上

げ，〈メデューサ〉のくい下がり,J/24クラス,<スー

パーキッズ〉とくチャイナタウン〉の競い合い，女

性クルー〈ピンクキッス〉の健闘と，各艇に乗り込ん

だ女性のクルーの多さが印象的であった。

〈小松記〉

〔外野席から〕

1.スタートでいつもリコール組の!|'にいて，真先に

リコールしていく艇の特徴

艇団の前に位置し，ラインにぎりぎり，かつ平行し

て，セールをシバ－させ，タイミングを取っている。

下からつき上げられて，待ちきれず，セールをしぼっ

てラフィング。

〆

○

艇団が列を作って下からつき上げてくる。

※クローズホールトで，スタートラインを切る練習を

すべきである。

2．ブローが20～30｡の幅で振れ，左右から来る場合，

右なら右，左なら左と決めてブローを待ち，来たブ

ローに乗せてコースの'+!に寄せるというコース取り

が必要である。

途中，右が良いから右へ行く，左が良いから左方

向へ行くという具合に，コースをむりやり横切って

も，右にたどり着いた時には，左ブローに，左に行

けば右ブローといった逆パターンになることが多々

ある。

左右どちらかを選ぶかは，風の勢いで決める。

1つの周期をまちがえても，短かいコースでは致

命傷になる。

3．各艇とも，スピンアップには練習の成果が見られ

るが，スピンダウンに問題がある。

スムースに取り込み，マークを|口|ってきちんとク

ローズホールドになる艇が少ない。

集団でマークに近づいたら，水（ルーム）取り合

(41)

戦よりも，スピンを先に収納してマークをぎりぎり

に回り，きちっとしたクローズホールドになること

を考えた方が良い。

4．「良い練習をする為に」という目的に対し，投書

がありました。

お送りいただいた方の了解を得て，匿名にてここ

に掲載させていただきます。なお，内容中の艇名も

伏せさせていただきました。レース及び練習中の失

敗は誰にもあり，関係する艇が，それにどう対応す

るかという所が問題です。

強引な行動に出た方が勝ちというムード，あるい

はB旗がそこいら中でひるがえるレースのムードだ

けは，作りたくないものです。心あたりのある艇は，

自重させることを切に希望いたします。

〔投書より〕

前略10月26日に行われたレース'|'に起こったケー

スについて報告し，2度とこういったケースが起こら

ないような措置をとっていただきたいと思い筆をとっ

た次第でございます。

最終の上りのレグで，基本的事柄ですが。

ポートタックのA艇は，スターボードタックのB艇

を避けなければならない，と云ったルールを無視し，

又,B艇の再三に渡る“スターポー”といった呼びか

けにも反応せず,B艇の船腹中央部に衝突する寸前に

なるまで，ベア又はタックの意志を示さずに，半艇身

に詰ったところでB艇の存在に気付き，急いでタック
l士’十つ
しふしノーO

B艇は，衝突を回避すべく風に立て，クルーは,A

艇のバウパルピットを押え込み，最悪の事態を脱出し

た次第です。

その他のケース

上マークから下マークへの下りのレグで，ラムライ

ン上で操業していた漁船を避けるべくX艇は，ポート

タックからジャイブを打ち，スターボードタックに変

えたにもかかわらず，右舷を帆走中のポートタックの

Y艇は，それにつき合わず，ポートタックのまま帆走

しました。

X艇は,Y艇と漁船の間，一艇身の!|'をl帆走余儀な

くさせられたが幸いにして,i'l,j船との衝突はln1避でき

ました。

これからも，こういったケースは州えてくると思わ

れます。

S工Cの基本理念たる〔良い練習〕を行う串を周

知徹底すると共に，何らかのペナルティ（期限つきで，

出場停止処分）を科すとかしないと今後，大変な問題

が起きると思われます。

善処の程よろしくお願いします。
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笹岡耕平著

何かを成し遂げたい。そして，それが困難であるほ

ど，人は奮い立ち困難を克服しようと努力する。

本書は，北インド洋横断，紅海北航というクルージ

ング史上稀有な航路で，世界一周を成し遂げた男の冒

険の記録である。

クルージング日数655日，訪問国30カ国，訪問地73

カ所｡通常の世界一周に要する日数は4年半であるが，

「招福」は2年以内に一周するという快挙を成し遂げ

た。

クルージングの楽しさだけでなく，行く先々での

様々な出来事を，そこで出合った人々との心の交流と

ともに語り，読む者を退屈させない。また，本書は一

つの事を成し遂げることの喜びを教えてくれる一冊で

ある。

（四六判･266頁･定価1,600円･送料300円発行所＝

〒160東京都新宿区南元町4-51成山堂ビル内㈱成

山堂書店TELO3(357)5861FAXO3(357)5867)
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「ヨット招福の冒険」

－世界一周クルージングー

笹岡耕平著

S.T.C第11回報告と，年間総合成績は来月号に載せまず

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

－お詫び

前号の「モンロー氏逝く」の記事の中で，「朝日新

聞より転載」「神奈川新聞より転載」の記入もれがあ

りましたので追加訂正し,関係方面にお詫び致します。

ビギナーのヨット教室

テキスト

笹岡耕平著

(42）
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頒布物品の紹介紹
ビギナーのヨット教室テキスト

笹岡耕平著

申し込み先2鋤日本外洋帆走協会

〒105東京都港区虎

船舶振興ビル4階

登(03)504-1911

東京都港区虎ノ門1-15=16

入門書として，ヨットの基本を初心者にも分り易く

解説した本が今まであったろうか。詳しすぎる本はか

えって難解で馴じめないばかりか，実際の練習手順を

もつかめないことが多い。

本吉は，日本ヨット協会の指導員であり，世界一周

も成し遂げた著者が，独習者や小グループの学習にも

活用され易いよう具体的な事例と豊富な図を用いて説

明している。小冊子ではあるが，巻末の索引でわかる

ように充実した内容になっており，誰にでもヨットの

総合知識が得られるように仕上げられている。ヨット

教室のテキストとしても最適な一冊である。

(A5判･76頁･定価900円･送料2501']発行所＝〒160

束京都新宿区南元町4-51成|｣|堂ビル内㈱成山堂書

店TELO3(357)5861FAXO3(357)5867)

ジヤパンカッフ°86年のビデオができましたので領布

いたします。

①β,@VHSO8m/mビデオ各4,500円（郵送

料を含む）このビデオは,1986年10月3日より12日ま

で熱海を基地として相模湾を中心として5レース行な

われたものを30分に編集しなおして作られたもので

す。申込は下記まで

〒1O5港区虎ノ門1-15-16船舶振興ビル4階

仙日本外洋帆走協会念03-504-1911～3

振込先住友銀行東京公務部普通289150まで

尚，引きつづきまして，第3回ジャパン・グァムレー

スのビデオを製作中です。ご希望の方は，お申込み下

さい。

ー､

創刊P号

2月10日発売

A4変型定価850円
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〒141東京都品川区東五反田3-6-18立風書房’ TEL447-1191振替東京5-74493
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○FFSHORE

クルーと家族のために

ライフ・ァ・ライン

レーダーに反応する救命気球､発売中。

74/83SOLAS基準合格品としてU.S.C.Gが認定

したライフ・ア・ラインが日本でも販売されている。

救命気球とは耳なれないが，個人装備が可能で，しか

も40m索で気球を飛ばすと，肉眼でも2～3NMで発

見可能。レーダーによれば，6～7NM(3cm波）で

エコー確認できるというもの。

日本での総販売代理店㈱トーパルでは，このライ

フ・ア・ラインを普及するために現在運輸省の型式承

認を申請中である。また，同社ではユニークな保証期

間中の「無償補てん」システムをとっており，期間中

に緊急使用した場合，無料で新品を補充してくれる。

3年間保証で定価6万9千|り･

問い合わせ先：㈱トーパル

住所東京都港区虎ノ門5-11-4

壷03(432)8581

一

鱈､…言…､………………………､､.……~､､へ…､､-,.……~‘……….§

新登録艇の紹介；
セール番号，艇名，帆装，フリート，全長×メ

水線長×巾×吃水，オーナー名，その他の順；

サ☆印は会友艇
&_.………言…､…言…､局､………－．－…－－､…淫､君…､=….や…－

すばるC&C30東京湾マリーナ29.5×23.1X

9.5×4.3廣田英夫／艇名の由来：「星はすばる」と

渭少納言が「枕草子」のなかで言っていた様に，すば

るは古来より親しまれていた星座です。また，この名

は私の長男（4歳）の名前でもあるのです。／抱負：

何と言っても，あこがれの鳥羽レースに出てみたいで

すね。トライアングル・レースでは勝ち目がないし，

長距離レースに出る程には休みがとれないので，50マ

イル～100マイル程度のレースがあれば出たいですね。

／クルー：ディンギーに乗ってる松原君もともとは

釣人の林氏，以前はレーサーに乗っていた村田君など

いろんな人がいますよ。

一・ー＝一一一一一一

年会費納入のお願い

本部事務局

｜会員の皆様には，ご壮健の内に来るシーズンに備I

'えて，何かと準備に怠りないことと推察致します。’

|平素より会の運営に協"して戴き,深く感謝してお‘
'i

,ります。
，さて，昭和62年度会費は，従来通り2月末日が納i'

■

｜ごL，Ⅱ口4,1｣Uム』十ﾉ又云頁ﾚJ･’1

1入期限と定められております。
１
１

就きましては,会費は会運営の源泉であることを，｜

ご理解いただき下記料金を期限までに各支部事務局’ （
’
一｣宛お払い込み下さるようお願い致します。なお，なll

渇く〈預金口座振替制度を利用されるようお願いし'：
:!ます。

特別会員20,000円ll
正会員7,000円,l
準会員3,000円’

…柱)，、関東支部会員の方は，関東支部基金l,000円I’
l を合わせてお払い込み下さるようお願い致しI’Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

さるようお願い致しI!

Il

したい方は，各支部ll
li

OFFSHORE第143号昭fII62年21115日発行

毎月1回15日発行

昭和52年7Ⅱ21日輔二抑郵便物認可

1部定価300111(郵送料45円）

発行祉団法人日本外洋帆走協会

火京郁港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

電話・東京03(504)1911～3〒105
郵便振替番号2‐21787

印刷正進社印刷株式会社

ます。

預金口座振替制度を利用したい方は，

事務局へお問合せ下さい。

2．

１
１

.INORC本部の銀行口座は

:l住友銀行東京公務部，普通預金289150

L性哩_亜箇岨壁重｡_____」
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